
 基礎下許容支持力度 (長期 ):   kN/m2

７ . 設備関係

を５ cm以上とする。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これに類するものは（以下｢屋上水

槽等｣という。）耐力上主要な支持構造部または建築物の構造部分に、支持構造

部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造または

無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、９０㎝以下とす

ること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝以上

とした鉄筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造

とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の設備配管（給湯設備を除く）は、風圧、土

圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

すること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリー

ブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、

伸縮継手または可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、または固定する場合においては、つり金物または防振ゴムを用い

る等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平

成１２年建設省告示第１３８９号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝

撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安

全上支障のない構造とすること。満水時の質量が１５ kgを超える給湯設備につ

いては、地震に対して安全上支障のない構造として、平成１２年建設省告示第

１３８８号第５に規定する構造方法によること。

※ ｢給湯設備｣：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等の

うち給湯設備に該当するものを除いたもの

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全

であること。

特記以外の梁貫通孔は、原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得

ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合は、スラブ厚さの１ /３以下とし管の間隔

設備工事の貫通孔、開口部の型枠、スリーブ等の補強筋は本工事に含むものと

する。梁貫通補強筋は、認定品を使用すること。

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造

方法による。

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食ま

たは腐朽のおそれがないものとすること。

普通 -

                    F8T  認定品 ( M16､ M20､ M22､ M24)

 躯体コンクリート耐久性基準強度 :Fd

01

スーパーハイベース工法 ＩＳベース柱脚工法

ベースパック柱脚工法 ジャストベース工法

鋼   材

現場溶接使用箇所

有 無

有 無

異形鉄筋

溶接金網

丸   鋼

SS400 φ 6

SR235

図示SD345

SD295A

径 使用箇所

図示

継ぎ手工法

厚 A種  C種 B種  100  120  150  190

 新築  増築  増改築  改築

 木造 (W)  補強コンクリートブロック造 (CB)  鉄骨造 (S)

 鉄骨鉄筋コンクリート造 (SRC)

 鉄筋コンクリート造 (RC)

構造設計標準仕様書
適用は   印を記入する。

D10～ D16

φ 13～φ 22

 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造 (WPRC)

 プレキャスト鉄筋コンクリート造 (PRC)

 壁式鉄筋コンクリート造 (WRC)

 躯体コンクリート調合管理強度 :Fm = Fq + mSn

 躯体コンクリート品質基準強度 :Fq = Max ( Fc , Fd )

 短期 :18N/mm2  標準 :24N/mm2  長期 :30N/mm2

1Fｽﾗﾌﾞ

基礎 ･ﾋﾟｯﾄｽﾗﾌﾞ

均し ･ﾗｯﾌﾟﾙ

使用箇所

普通

普通

普通

普通

18 -

15

15

15

Fc (N/mm2) Fq (N/mm2)

設計基準強度 品質基準強度 ｽﾗﾝﾌﾟ

(cm)

 超長期 :36N/mm2

                  ※ mSn:JASS5-2009 5節  表 5.1準拠

種類 備考

種類

種類 備考

１ . 建築物の構造内容 ３ . 地盤

２ . 使用構造材料

Ｓ

高力ボルト       F10T   S10T 認定品 ( M16､ M20､ M22､ M24)

中ボルト          SS400  M12､ M16､ M20､ M22

ハイベースＮＥＯ工法

重ね継ぎ手

特殊継ぎ手

 D10～ D16

 D19以上

(        )

ガス圧接継ぎ手

図示 図示

21

21

21

21

21

21

SD390 D29以上

21

５ . 鉄筋コンクリート工事

コンクリートは、ＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

セメントは、「ＪＩＳ  Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメント」を標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

 有 (  敷地内   近隣 )  平板載荷試験  水平地盤反力係数測定

 表面波探査

 静的貫入試験  標準貫入試験 ボーリング調査

 土質試験  物理探査  平板載荷試験

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

グレード以上 )

社内検査表

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

材料規格証明書または試験成績書

日本鉄鋼連盟「建築鉄骨工事施工指針」

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で (一財 )国土開発

技術研究センターの技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び

測定器の表示部を１回の測定ごとに撮影した写真 (カラー )を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上かつ１５０ m3ごと及びその端数に

つき１回以上とする。また、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り

分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体 (ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３ )は、現場

水中養生、または、現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日

ごととする。また、打ち込み量が１５０ m3をこえる場合は１５０ m3ごとまたは、

その端数ごとに１回を標準とする。１回に採取する供試体は、適当な間隔をおい

た３台の運搬車から、その必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指

示なき場合は、１回当り９本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン

クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。  ポンプ圧

送に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事す

ること。  なお、打ち込み継続中における打ち継ぎ時間間隔の限度は、外気温が

２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は９０分以内とする。

鉄筋は「ＪＩＳ  Ｇ３１１２の規格品」を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継ぎ手の重ね長さ、定

着長さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図」または「壁式鉄筋コンクリート構

造配筋標準図」による。

は、日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書  ガス圧接継手工事」による。

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。  継手 (Ｄ１９以上 )をガス圧接とする場合

ガス圧接部の抜取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごとに１回

行い、１回の試験は３０本以上とする。

外観検査     有    無、引張試験     有    無、超音波探傷試験     有    無

柱の帯筋 (フープ筋 )の加工方法は、  Ｈ型 (タガ型 )   Ｗ型 (溶接型 )   Ｓ型 (スパ

イラル型）とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は公的試験機関で行う。

    試験機関  石川県生コンクリート工業組合  県南 (または県北 )共同試験場

種類

部位

せき板 支柱

基礎 ､梁側 ､柱､壁 スラブ下 ､梁下 スラブ下 梁下

早強ポルトラ
ンドセメント

普通ポルトラ
ンドセメント
高炉セメント
Ａ種    
シリカセメン
トＡ種   

早強ポルトラ
ンドセメント

普通ポルトラ
ンドセメント
高炉セメント
Ａ種    
シリカセメン
トＡ種   

早強ポルトラ
ンドセメント

普通ポルトラ
ンドセメント
高炉セメント
Ａ種    
シリカセメン
トＡ種   

早強ポルトラ
ンドセメント
普通ポルトラ
ンドセメント
高炉セメント
Ａ種    
シリカセメン
トＡ種   

セメントの種類

存置期間の平均気温

コンクリート

材齢 (日 )

15℃以上

5℃ -15℃

5℃未満

2

3

5

3

5

8 10

10

16

12

4

6

6 8

15

17

25

28

28

28

28

コンクリートの
圧縮強度

5N/㎜ 2 設計基準強度の
50％

設計基準強度の

85％ 100％

(3) 型   枠

材料   合板厚１２ mmを標準とする。

型枠存置期間

６ . 鉄骨工事

塗装と同じペイントを使用し２回塗りとする。

防錆塗装範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場

準とする。

部分とする。外の部分錆止めペイントは、「ＪＩＳ  Ｋ５６７４」２回塗りを標

高力ボルトは「ＪＩＳ  Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。  

検査箇所 検査方法
検査率または検査数

社  内 第三者 工事監理者
備考

突合せ溶接

隅肉溶接

超音波探傷試験

外観 (目視 )検査

マクロ試験･その他

100 ％

100 ％

  個

備考参照

備考参照

  個

    ％

    ％

  個

第三者検査機関名：ＣＩＷ認定者または監督職員の承諾する機関   

(第三者検査 )

注）現場溶接については、原則として第三者による全数検査を行うこと。

溶接部の検査 (検査結果は、後日工事監理者に報告すること。 )

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

(   印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること )

建方検査

日本建築学会「溶接工作基準、同解説１～９」

８ . その他

諸官庁への届出書類は、遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は、公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

当設計図書に記載なきなき事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築

工事標準仕様書 (建築工事編 )(平成３１年度版 )に従うこと。

 スラリー系機械撹拌式ブロック状地盤改良工法

 ベタ基礎  布基礎 試験堀 無有

 ※地盤改良施工範囲は、現地における試験堀などの方法により最終決定する。

 独立基礎 (基礎下地盤改良併用 )

 浅層地盤改良 (土間スラブ下 )  柱状改良コラム工法

ＡＯＱＬ４.０％

第６水準

構造設計標準仕様書

 屋外機  目隠しフェンス

 ハイサイドライト

 ハト小屋・給排気塔 太陽光パネル キュービクル 煙突

 高架水槽 広告塔

 有 (Exp.Jにて棟分離 )

 受水槽 ホイスト リフト エレベーター

 擁壁 門塀

 無

 設備機器

４ . 地業工事

アンカーボルト       M16 L=320mm  ナット (ダブル )、Ｊ型フック付

＜令第１２９条の２の３の事項＞

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者または工事施工者が、受入れ
検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。         

2021

上部躯体 18

18

 ＤＷ

 水平地盤反力係数測定

杭施工結果報告書施工計画書承認杭仕様

杭径 (mm) 特記事項SET杭長 (m)設計支持力 (kN)

無 載荷試験 有

 場所打ち ｺﾝ
 ｸﾘｰﾄ杭

 ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ
 ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ

 拡底杭

 BH
 ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ  ﾐﾆｱｰｽ

 深礎 第       号
認定

日本建築 ｾﾝﾀｰ
Ｅ拡底杭

 手堀り

ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc=
ｾﾒﾝﾄ量     kg/m3

鉄筋     主筋   SD345
    HOOP  SD295A

年   月   日 機械堀り

施工法

 PHC杭

 SC杭

PHC( A種   B種   C種 )
PRC( Ⅰ種  Ⅱ種  Ⅲ種 )

 図示

 PRC杭 (CPRC杭 )

鋼材 ( STK400  STK490)

試験杭 有 無

 ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固め工法
 SUPERﾆｰﾃﾞｨﾝｸﾞ工法

 FP-BESTEX工法

 ｽｸﾘｭｰﾊﾟｲﾙEAZET工法
 ATTｺﾗﾑ工法

 G-ECSﾊﾟｲﾙ工法

備考材料杭種

SC ( t=6   t=9  t=12)

 節付 PRC杭
 節付 PHC杭

 羽根付鋼管杭

 MAGNUM工法

ベターリビング ｣)

(１ ) 工事名称

    建築場所

(２ ) 工事種別

(３ ) 構造種別

(４ ) 階   数

(５ ) 主要用途

(６ ) 屋上付属物

(７ ) 増築計画

(８ ) 付帯工事

(９ ) 特別な荷重

(１ ) コンクリート

(２ ) コンクリートブロック (CB)

(３ ) 鉄   筋

(４ ) 鉄   骨

(５ ) ボルト等

(１ ) 地盤調査資料

(２ ) 地盤調査計画

(３ ) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更す

(４ ) ボーリング標準貫入値、土質構成

(１ ) 直接基礎

(３ ) 地盤改良 (｢建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針 /日本建築センター ､

(１ ) コンクリート

(２ ) 鉄   筋

(１ ) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

(２ ) 工事監理者の承認を必要とするもの

(３ ) 工事監理者が行う検査項目

(４ ) 接合部の溶接は下記によること

(５ ) 接合部の検査

(６ ) 防錆塗装

注１ ) 片持梁、庇、スパン９ｍ以上の梁下は、工事監理者の指示による。

注２ ) 大梁の支柱の盛りかえは行わない。  また、その他の梁の場合も原則として

   行わない。

注３ ) 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注５ ) 支柱の盛りかえは、小梁が終わってからスラブを行う。

    一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注４ ) 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置

   く。

構造設計一級建築士  第 9060号   /  一級建築士（大臣登録）第 322866号  林  信実

   ることもある。

120232

石川県羽咋市的場町地内

    地下   階    地上  ３階    塔屋   階

建築基準法第６８条の２６第１項による認定工場  (大臣認定  Ｒ  
             M   L=   mm  ナット (ダブル )、Ｊ型フック付

値 10 20 30 40 50 60

Ｎ

10 20 30 40 50 60

※備考

標準貫入試験深

度
土  質

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

16

15

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

     =KBM+0.37m

  左図：ＮＯ .１

礫混じり砂

砂混じりシルト

砂

3

2

22

18

21

23

26

20

20

21

21

19

23

23

25

41

31

34

35

25

 スクリューウェイト貫入試験

 ボーリング試験

 土質試験

 基礎下深さ GL-    m、支持層 :

 深さ :GL-    m、支持層 :  、基礎下許容支持力度 (長期 ):   kN/m2

図示 図示 図示 図示

07

共同住宅

D19～ D22

(２ ) 杭基礎  支持層 :砂層、支持レベル :図示

 孔口標高 =設計 GL+0.01m

雑 ｺﾝｸﾘｰﾄ

図示

スタッドボルト       φ 16 H=100mm、φ   :H=   m 

医師住宅建設工事（建築）

医師住宅建設工事（建築）



h
0
/
2
+
1
5
d

300

3-D16
※

※
※

※※※

Ｈ

Ｌ
2

500＜Ｈ≦ 1,000

SD345

HOOP-@150

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

計応力に対して必要な定着長

鉄筋並びに梁の成が小さく設

鉄筋のフックは柱頭の四隅の

≧ 150

標
準

1
,
0
0
0

ベース筋

1
0
0

1
0
0

4 5°

a

φ

150

φ

1
5
0

1
.
5
φ

45°

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

また、中間部での折曲げは行わない。

６．フックあり定着の場合は、下図に示すようにフック部分Ｌ’を含まない。

１０ｄ２０ｄ

設計基準鉄筋の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄの

(N/mm2) スラブ小梁スラブ小梁

１８

２１

24､27
30､33､36

１８

２１

２４ ､２７

30､33､36

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ
ＳＤ２９５Ｂ

４５ｄ ４０ｄ

４０ｄ

３５ｄ
(４０ｄ )

５０ｄ

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ
(４０ｄ ) (４０ｄ )

３０ｄ
(４０ｄ )
３５ｄ

(４０ｄ )
３５ｄ

４０ｄ

３０ｄ
(４０ｄ )

(４０ｄ )
３５ｄ

(４０ｄ ) (４０ｄ )
２０ｄ２５ｄ

(４０ｄ )
３０ｄ

(４０ｄ )
３０ｄ

(４０ｄ )
３５ｄ

(４０ｄ )
２５ｄ

(４０ｄ )
３０ｄ

３５ｄ
(４０ｄ )

３０ｄ
(４０ｄ )
２５ｄ

(４０ｄ )
２０ｄ

(４０ｄ )
３０ｄ

(４０ｄ )
２５ｄ

(４０ｄ )
２５ｄ

(４０ｄ )

かつ
１５０ mm

１０ｄ

以上

SD295A

SR235

SD295B

SD295A

SR235

SD345

SD295B

鉄筋の種類

上記以外の鉄筋

鉄筋の使用箇所による呼称

あばら筋

スパイラル筋

帯筋

図

R RR

余
長余長

6d以上 (*4d以上 )4d以上 8d以上 (*4d以上 )鉄筋の余長

図

折り曲げ角度

(1) 鉄筋末端部の折り曲げの形状

a≧ 400

鉄筋の折り曲げ内のり寸法 (R)

D16(16φ )以下

D19(19φ )以上

D16(16φ )以下

D19～ D25

19φ～ 25φ

28φ～ 32φ

D29～ D38

鉄筋の径による区分

フックありフックなし

かぶり
厚さ

135°

型

型

型

継ぎ手の好ましい位置

(フック付 )

1

7
0

4
0

ハンチハンチ

梁
幅
ハ
ン
チ

柱

125以上

地
中
梁

H
O
O
P
@
1
5
0

★
15d 15d

内端部※ ※

※※

外端部

継手長さ

20d 20d

継手長さ

★ ★
20d 20d

15d 15d

下端筋継ぎ手範囲

※ ※

※

外端部 内端部

継手長さ

圧接継ぎ手 重ね継ぎ手

柱幅と斜材幅が異なる 柱脚で斜材となる

1

P
P
P
P

1

圧接継手

定    着

地中梁の主筋、スタッドボルト (スタッドジベル )による納まり

に注意する。

上端筋
継ぎ手範囲継ぎ手範囲

上端筋

ガス圧接形状

１ . 末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。

２ . 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

３ . 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。

継    手

捨フープ

2

地中梁上端筋

HOOP 2-D13以上

地中梁下端筋

HOOP-@150
補強筋

3-D16

125以上

H
O
O
P
@
1
0
0

H OOP 2-D13以上

6φ -@1,000

6φ -@1,000

余
長

主筋

主筋

基礎下端

コンクリート止め板

30～ 50

30～ 50

150以上

斜め筋 3-D13以上

５．Ｌ 3h：小梁下端筋のフックあり定着の長さ。

４．Ｌ 3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける

３．Ｌ 2､Ｌ 2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ、フックあり定着の長さ。

フック付 フック無し

Ｌ １ Ｌ ２

Ｌ ３

Ｌ ２ｈＬ １ｈ

Ｌ ３ｈ

1

1

15d

さが不足する箇所に付ける。

(半固定として行政指導されることもあるので留意すること。 )

20d(両側 ) 20d(両側 )

2
0
d
以
上

2
0
d
以
上

 但し、Ｌ≦φの場合、

 監理者の指示による。

 Ｌ＞φの場合は工事

★上端主筋の定着は、やむを得ない場合、

上向きとすることができる。      

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる。

★

  小梁は除く。なお ､片持小梁及び片持スラブの場合は ､２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

ｄ -異形棒鋼の呼び名に用いた数値  丸鋼では径   Ｄ -部材の成   Ｒ -直径

＠ -間隔   ｒ -半径   Ｃ -中心線   Ｌ o-部材間の内法距離   ｈ o-部材間の内法高さ

ＳＴ -あばら筋   ＨＯＯＰ -帯筋   Ｓ .ＨＯＯＰ -補強帯筋   φ -直径または丸鋼

Ｌ

5
0
0

Ｄ

第１帯筋

設
計
ピ
ッ
チ

(
Ｐ

)
以
下

第１帯筋

イ  Ｈ型 (タガ型 ) ロ  Ｗ型 (溶接型 ) ハ  Ｓ型 (スパイラル型 )

Ｌ

梁
Ｄ

柱
Ｄ

柱Ｄ柱Ｄ

または同サイズ２本
帯筋より１サイズ太く

柱幅と斜材 (柱または梁 )幅が同一

注１ .第１帯筋は、梁面に入れる。

注２ .Ｗ型で現場溶接をする場合は、

   主筋の位置は避ける。

注３ .フック及び継ぎ手の位置は交

   互とする。

鉄骨柱Ｄ

鉄骨柱Ｄ

１ .耐圧版鉄筋の継ぎ手位置は床スラブにならう。

２ .①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。

ａ

Ｄ

Ｄ 1

ｄ

ｂｂ ａ

1
5
d
か
つ

4
0
0
m
m
以
上

h
0
/
2
+
1
5
d

4
0
0
m
m
以
上

1
5
d
か
つ

(１ ) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(２ ) 記号

折り曲げ角度９０゜はスラブ筋、

壁筋の末端部またはスラブと同時

に打ち込むＴ形およびＬ形梁のキ

ャップタイプのみ用いる。ｄ ｄ ｄ

(２ ) 鉄筋中間部の折り曲げの形状  鉄筋の折り曲げ角度９０゜以下

ｄ

ｄ

 １ . 一般事項

 ２ . 鉄筋加工、かぶり

(３ ) 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

 ４ .基  礎

 ３ .杭 地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること

(４ ) かぶり厚さ

(５ ) 鉄筋のあき

(６ ) 鉄筋のフック

(１ )ＰＣ杭、またはＰＨＣ杭の全てに補強を行う。

(１ ) 直接基礎

(２ ) 杭基礎

(３ ) べた基礎

(４ ) 基礎接合部の補強

３ .②の鉄筋はＤ１３以上とする。

  ただし、上筋と下筋を読み替える。

 ５ .地中梁

(１ ) 独立基礎、杭基礎で基礎梁にスラブが付く場合  (定着、継ぎ手 )
※Ｌ aの数値は、原則として、柱せいの３ /４以上とする。

(２ ) 布基礎、べた基礎の場合  (定着、継ぎ手 )

(３ ) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

(４ ) 水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

 ６ .柱

(１ ) 柱主筋の継ぎ手 (２ ) 柱主筋の定着

(４ ) 斜め柱、斜め梁

(５ ) 絞り

Ｄ

注２ . ①の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする。

(ａ -ｆに示す鉄筋の末端部にフックをつける。 )

ｄ .柱、梁 (基礎梁は除く )の出隅部分の鉄筋 (右図参照 )

ｅ .単純梁の下端筋

ｂの範囲

４ . Ｄ３５以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

}
※
２

-
Ｄ

２ -Ｄ※ {

ｅ≦Ｄ /６

ｅ

柱 ､梁 ､床スラブ､耐力壁

柱
はり
耐力壁

非耐力壁
床スラブ
屋根スラブ

土に接しない部分

土に接する部分

屋内

屋外

屋内

屋外

[注 ](１ ) (※ )部  軽量コンクリートの場合は、１０ mm増しの値とする。

最小かぶり

厚さ (mm)

  (※)

  (※)

４０

４０

６０

３０

３０ (２０ )

３０ (２０ )

４０ (３０ )

設計かぶり

厚さ (mm)

３０

４０

４０

５０

５０

５０

７０

部    位

強度 :Ｆｃ

１８０° １３５° ９０°

３ｄ以上

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

ｈ
0

図の  印の鉄筋の重ね継ぎ手の

梁

柱

末端にはフックが必要である。

あき dあきdd0 d0

間隔間隔

丸   鋼異形鉄筋

4
0
0

ｅ＞Ｄ /６

ｅ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

１
.
５
Ｄ

１
.
５
Ｄ

４
０
ｄ

４
０
ｄ

４
０
ｄ

４
０
ｄ

４
０
ｄ４
０
ｄ

４
０
ｄ

１５ｄ

６ｄ

６ｄ

６ｄ

４
ｄ

４
ｄ

 ※ｅの最大値 =１５０ mm ※ｅの最大値 =１５０ mm

Ｌは中間部５０ｄかつ

2d 2d

≧ 10d

≧ 5d

以上
５ｄ

Ｌ

Ｌは片面溶接１０ｄ

以上、または両面溶

接５ｄ以上とする。

Ｌ

Ｌは５０ｄ以上かつ

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

ｈ
0

Ｌ
2

ｈ
0

Ｌ 1

Ｌ
1

Ｌ 0

Ｌ 0/４ Ｌ 0/４Ｌ 0/２

ＬａＬａ

Ｌａ Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ ＬａＬ 0

Ｌ 0/４ Ｌ 0/４Ｌ 0/２

Ｄ

Ｌ
2
h

Ｌ
1

Ｌ 2h

１

B.PL下端

B.PL下端

１

６ -８

基礎下端

(６ ) 二段筋の保持

７．軽量コンクリートの場合は、Ｆｃ３６Ｎ /mm2の軽量コンクリートとＳＤ４９０以外の異形鉄

  筋を対象に表の値に５ｄを加えたものとする。

▼
定着起点

Ｌ '

Ｌ 1h

(Ｌ 1)

Ｌ '

Ｌ 1h､Ｌ 2hまたはＬ 3h

(Ｌ 1､Ｌ 2またはＬ 3)
注１ . １ .５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太い物か、またはダブル巻きとし＠１００以下とする。

１．（  ）は、柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さを示す。ただし、軽量コンクリートを

  除く。

ａ =Ｄ 1+２ｄの範囲

主筋間隔は２００以下

主筋間隔の１ .５倍かつ

Ｌ 1hＬ 1h

1.5L1h以上
(1.5L1以上 )

0.5L1h
(0.5L1)

d

θ >80

θ

1.1d以上

d

d/4以下

1.4d以上 d/5以下

2mm以下 圧接面 圧接面 圧接面

重ね継手 (下記のいずれかとする )

※（  ）はフックなしの場合

※（  ）はフックなしの場合

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１ .５ｄ以上、

粗骨材の最大寸法の１ .２５倍以上かつ２５ mm以上

1
0
0
以
上

Ｌ
2

Ｌ
2
+
5
0
φ

Ｌ
Ｌ

2

ａ .丸鋼  ｂ .あばら筋、帯筋、幅止め筋  ｃ .煙突の鉄筋

ひびわれ誘発目地部など鉄筋の

かぶり、厚さが部分的に減少す

る箇所については、防錆処置を

施した鉄筋を使用するか、目地

する。

底から必要なかぶり厚さを確保

かぶり厚さ

    (２ ) (  )内は、耐久性上有効な仕上げを施す場合。

ｆ .その他、本配筋標準図に記載する箇所

(３ ) 帯筋

Ｌ
2

梁幅

(ｄａ :基礎筋とはかま  筋の細い方の径 )

かぶり
厚さ

20da以上 20da以上

Ｒ

Ｒ

ＬＣ ＬＣ

ＬＣ

8
d
以
上

キャップタイ

ｄ

 上端部の先端、壁筋の自由端側の先端
※片持スラブの

折り曲げ内法寸法Ｒは、 SR235、 SR295、 SD295A、 SD295B、

SD345の D16以下は 3d以上、 D19以上は 4d以上

５ . 鉄筋径の差が５ mmを越える場合は、圧接としてはならない。

擁壁 ､耐圧スラブ

基礎 ､擁壁 ､耐圧スラブ

３００ mm以下

余長 8d

Ｗ１の三角壁厚さは、２００ mm以上または地中梁幅とし、配筋は同厚の壁リストにならう。

４ .埋め戻し土のある場合は４０ mmを７０ mmとする。

Ｈ≦５００ mmは※印筋は不用とする。

か
つ
２
Ｄ
以
上

４
０
ｄ
以
上
か
つ

３００ mm以上とし、末

端部の添巻は１．５巻
以上とする。

３００ mm以上とする。

Ｄ１０ -＠１５０

８ -Ｄ１３ ８ -Ｄ１３１０ -Ｄ１３ １０ -Ｄ１３

６００φ５００φ４５０φ４００φ

補強筋

杭  径

ＨＯＯＰ筋

６ -Ｄ１３

３００φ ､３５０φ

Ｄ１０ -＠１５０

４５°

梁
幅

Ｌ 2

Ｌ
1

Ｌ 1

Ｌ
2

Ｗ 1

2-D16以上
～６０° ※印筋はあばら筋と同径、

 同ピッチとする。   

ｈ
o
/
4

ｈ
0
/
2

ｈ
0
/
2

ｈ
o
/
4

ｈ
o
/
4

１ .５Ｐ以下かつ
１５０ mm以下

Ｓ

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ
2

２．Ｌ 1､Ｌ 1h：３．から５．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

イ

イの拡大図

Ｄ

Ｄ :１ ,５００を
超える場合

(５ ) 梁の上下にスラブが付く場合かつ

   せいの高い梁のあばら筋加工要領

≧
6d

≧
8
d

≧
8
d

≧
8
d

≧
6d

≧
6d

≧ 4d
≧
6d

≧
6d

≧
6d

≧12d

02
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≧
8
d

床面に一段目を配置する。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

a 片持床スラブ

15d

Lx/4 Lx/4

L
x
/
4

L
x
/
4

1 5d

b 一般床スラブ

一  般  階

最  上  階20d

8
d

15d

※ ※

a 大梁

b 小梁の定着

c 片持梁の定着

1/2B 1/2B

正面

4d

4
d

a b c d e

は継ぎ手の好ましい位置

(ロ )フックの位置は  a にあっては交互、  b にあってはスラブ側とする。

幅止め筋

腹  筋

最終端

連続端

60100以下

D13

あばら筋を入れる

つり上げ筋

幅止め筋

腹筋

正面

正面平面

補強あばら筋は小梁主筋側に
必ず入れること

下向きでもよい
斜めでもよい

斜めでもよい

つりあげ筋
(梁主筋を折り曲げるとき )

補強あばら筋は小梁主筋側に
必ず入れること

印は幅止め筋

折り曲げ起点は中心線を超えることを原則とする

太い鉄筋か、または同サイズを２本巻きとする。
つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ

15d15d

LO/6
20d 20d

(イ )原則として  a のフック先曲げとする。片側床版付 (Ｌ型 )梁で  b 、両側床版付 (Ｔ型 )梁で  c または

    ｂとすることができる。

第１あばら筋は柱面より配筋する
第１あばら筋は柱面より配筋する

 ７ . 大梁、小梁、片持梁

(１ ) 定着

(２ ) 大梁主筋の継ぎ手

(３ ) あばら筋、腹筋、幅止めの位置

(４ ) あばら筋の型

Ｄ

 ８ . 床  版

(１ ) 定着及び継ぎ手

(１ ) 定着

 ９ . 壁

※柱幅が大きくて、直線部だけで４０ｄがと

 れる場合でも柱中心線を超えて中間折り曲

Ｂ

Ｌ O

Ｌ O

Ｌ O

Ｌ 2

※Ｌ aの数値は、原則として、柱せいの３ /４以上とする。

Ｌ O

Ｌ x

Ｌ
y

5
0

5 0 50

5
0

50

φ φ φ

リング型 パイプ型 金網型 プレート型

D13

φ 2φ 1

(φ 1+φ 2)x3/2以上

D13

D13

望ましい範囲

補強筋

補強筋

D10

あばら補強筋

補強筋

Ｄ

(２ ) 梁

(１ ) 設置可能範囲

(３ ) 既成品 (使用するときには、設計者または工事監理者と打ち合わせのこと )

(１ ) 柱、梁 (２ ) 地中梁 (３ ) 床版、壁

≧Ｌ 1

≧
Ｌ

1

 する。

●補強筋は、梁主筋の１段落し径 (Ｄ１６以上 )と

ａ≧７０ mm以上の場合

幅止め筋

Ｌ 0

Ｄ
/
３

孔補強の有効範囲と定着長

さの取り方

※部分について計算で確認

された場合は右記の位置、

寸法によらなくて良い。

●梁幅が４００を超える場合は、

 補強筋でＤ１３はＤ１６、ま

 たは２ -Ｄ１３は３ -Ｄ１３と

 読みかえる。

 １２ . 増築予定
将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、増築時の

鉄筋継ぎ手工法を考慮して措置する。

 １１ . 梁貫通孔補強

300以下

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

  印は補強筋を示す。

※

(１ ) 柱
ａＬ 2

Ｌ
2

ａ

 １０ . 柱、梁増打 ｺﾝｸﾘｰﾄ補強
増打するときは事前に設計者、及

び工事監理者と打ち合わせのこと

  は除く。

(４ ) コンクリートブロック張壁

一般の場合 下部防水立上りのある場合

D10-@400

D10-@400

D10-@400

D13

D13

D10-@400

D13D13

D10-@400

D13

ｔ ｔ

ｈ

ｈ
0

ｈ
0

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

120以上

D13

D13

Ｈ

(３ ) 手すり、パラペット

手すり

c 床に  (非耐力壁とスラブが取り合う場合 )

横筋の配置は上下端とも梁、または

ａ区間は通し配筋でもよい。

b 柱に (平面図 )

縦筋は、柱面に１本目を配置する。

a 梁に（断面図）

耐火、遮音効果のある認定部材を使う。

(２ ) スリット部 (設計図に記入のあるとき )

d 壁と壁  (平面図 )

シングル配筋 ダブル配筋

2-D13 2-D13
D13

D13

1,000

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

D13

D13

受筋 D10
イ

イ
受筋 D10

D13

イ は壁配筋と同じ

D13

Ｌ 2Ｌ 2

を
超
え
る

▽中心線

を超える

▽
中
心
線

8
d
か
つ

1
5
0
m
m
以
上

Ｌ
1

Ｌ
2

Ｌ 2

Ｌ 2 Ｌ 2 Ｌ 2 Ｌ 2

Ｌ 2 Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2

Ｃ

ＣＣ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

ＳＲＣの場合

継ぎ手位置は原則として下表による。

標準継ぎ手位置

長辺方向

短辺方向

上端筋

下端筋 短辺 ､長辺方向

Ｂ

Ｂ

Ａ  Ｃ

※

※

Ｌ O/４

Ｌ
1

Ｌ 1

θ =４５°

Ｌａ Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｌ O/４ Ｌ O/４

Ｌ O/４Ｌ O/４ Ｌ O/２

２Ｌ O/３

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

片持梁筋曲げ下げ

先端部 元端部

Ｌ 3

Ｌ 3h

Ｌ O/４

Ｌ O/４

15d

1
0
0
以
上

8dかつ
150mm以上

Ｌ
2

Ｌ 2 Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ
2

Ｌ 2 Ｌ 2

Ｌ
2

1
0
0
以
上

150以上

D13

D10-@150ダブル

D10-@200ダブル

Ｈ

パラペット

D10-@200

Ｌ
2

8d以上

Ｌ
2

Ｌ 2

Ｌ 3

8
d
以
上

1,000

Ｄ

１ .５Ｄ１ .５Ｄ

受け筋 D13以上

≧Ｌ 1 ≧Ｌ 1

Ｌ
1

≧
Ｌ

1

Ｌ 2

Ｌ
2

ａ

ａ

梁端部 (スパンＬ /１０以内かつ１ .５Ｄ以内 )は避ける。

(２ ) 鉄筋標準配筋  ※φ≦Ｄ /３とする。

ａ

(５ ) 腹筋及び幅止め筋の本数、加工

注 ) 継ぎ手部は必ずモルタルを充填すること。

φ

２ / ２ /

Ｄ

Ｌ 1

Ｌ
1

Ｌ
1

４５°

2
5
0
以
上

※

2
5
0
以
上

※

ａ≧７０ mm以上の場合

スリット幅

柱

壁

250250

D10-@400(防腐処理を施すこと。 )

 げテール長１５０ mm以上、または１８０°

 フック付きとする。

注 ) ｈ 0≦２５ｔかつ３ ,５００ mm以下とする。ただし直行方向２５ｔ以内に壁、または柱がある場合

注 ) ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。ただし、２００ mm≦ｈ≦４００ mmに限る。

※Ｈ＞８００ mm以上の場合、設計

 図による。

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

Ｄ＜６００

１ ,２００≦Ｄ

９００≦Ｄ＜１ ,２００

６００≦Ｄ＜９００

不要

４ -Ｄ１０：２段

２ -Ｄ１０：１段

Ｄ１０ -＠３００以内

※帯筋と同径、同材質、同ピッチとする。

補強タテ筋

６ -Ｄ１６４ -Ｄ１６３ -Ｄ１６

Ａ＜５００   ＜１ ,０００
５００≦Ａ    １ ,０００≦Ａ  

  ＜１ ,５００

※ハッチ部分の面積  Ａ cm2

８０≦φ≦１００

折筋  ２ -(２ -Ｄ１３ )

縦筋  ＳＴ  ２ -Ｄ１３ -＠１００ 縦筋  ＳＴ  ２ -Ｄ１３ -＠１００ 縦筋  ＳＴ  ２ -Ｄ１３ -＠１００

１５０＜φ≦２５０１００＜φ≦１５０

横筋  ２ -(２ -Ｄ１３ ) 横筋  ２ -(２ -Ｄ１３ )

折筋  ２ -(２ -Ｄ１３ ) 折筋  ４ -(２ -Ｄ１３ )

上端筋  ＳＴ  ２ -Ｄ１３

下端筋  ＳＴ  ２ -Ｄ１３

φ＞２５０ mm

貫通孔が連続して間隔等が確保

できない場合は設計者または工

事監理者と打合せのこと。

Ｌ 2

Ｌ
2

Ｌ 2hかつ柱中心線

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2
h
か
つ

中
心
線

Ｄ１０ -＠１ ,０００以内で割り付ける

Ｌ 3h

柱  幅

フック付き

1
5
0
以
上

40d

柱幅が大きい場合

※

Ｄ

ＣＬ

※Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (１ )の２ -(３ )による。

Ｓ

●ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

●梁下端筋増打コンクリートの場合も上端増打コ

 ンクリート補強と同様とする。

●ａは７０～２００ mm程度とする。

●Ｄ≧４００ mmの場合は補強筋を３本とする。

●腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

●あばら補強筋は、梁と同径、同材質、同ピッチ

 とする。

10d以上

8
d
以
上

D13

受け筋

Ｌ

D13(Ｌ≦ 1,000)
D16(Ｌ＞ 1,000)

Ｌ
2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ
2

Ｌ 2

※

(２ ) 屋根スラブの補強

ｂ  ※の個所 (入隅 )は各階補強する。

ａ  補強筋は各５ -Ｄ１０またはスラブ主筋の同

Ｌ

Ｌ

  一径でＬ＝１ ,５００ mmとし、上端筋の下側

  に配置する。

D13

上筋

下筋

Ｈ
≦

7
0

(３ ) 片持ちスラブ出隅部補強

Ｌ

Ｄ

Ｌ 1

Ｌ

ＬＬ
1

上端筋：４ -Ｄ１３ (Ｌ＜９００ )
    ５ -Ｄ１３ (９００≦Ｌ≦１ ,２００ )

上端筋：５ -Ｄ１３かつ上筋径以上
下端筋：５ -Ｄ１３かつ鉄筋長は上
    筋の１ /２以上Ｌ

/２
Ｌ
/２

1,200＜Ｌ≦ 1,500Ｌ≦ 1,200

(６ ) 土間コンクリート

(７ ) 釜場

(８ ) 打継ぎ補強 (ダメ穴打継ぎについて )

a 軽作業の土間 b 間仕切壁との交叉部

50300

D13

Ｄ
Ｄ

600

D10-@200

折曲 D10-@200

2
0
0

250

1,200x600以下

2-D16

D10-@150

2-D16

Ｌ 1

Ｌ 1

D13-@200ダブル

斜   め周   囲 注 )設備の小開口が連続してあく場

  合は縦、横、斜補強筋とは別に

  開口によって切られる鉄筋と同

   じ鉄筋を開口をさけて補強する。

斜め補強筋

周囲補強筋

と同径以上

床板厚さＤ

(４ ) 床板開口部の補強 (開口の径５００程度の場合 )

(５ ) 床板段差

Ｄ１３かつスラブ筋
Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ 1

Ｌ
1Ｌ 1

Ｄ＜１５０

１５０≦Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００

各２ -Ｄ１３

各２ -Ｄ１３ 各２ -Ｄ１３

各２ -Ｄ１６各２ -Ｄ１９

各１ -Ｄ１３

※孔と孔のへりあき１００ mm以上

Ｄ１３かつスラブ筋
と同径以上      

２
Ｌ
2

Ｌ 2

Ｌ
2

５Ｈ

    ●無筋部分Ｄ１０ -＠２００、長さ８００ mm以上

    ●設計配筋間隔の１ /２ピッチ、長さ２Ｌ 1以下

350
7
0
＜
Ｈ
≦

1
5
0

Ｄ

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｈ

D13

≧
6d

≧
8
d

≧
6d

≧
8
d

≧
6d

≧
4
d

≧
6d

≧
6d

≧
6d

≧
4
d

1 80°曲げ

D13

※

ａＬ 2

Ｂ

３
０
０
以
下

３
０
０
以
下
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125100

10.81

14.46

14.65 18.33

18.11

150 165

21.7720.11

20.33 21.99

13 17 21.5 23.5 21.5

175

35 45 50 55 50

22 28 34 38

40

47

4.5

19

4.5 6

25

6

59

55 75 85 85

707366

9 9 9

37.537.532.5

9 9 9

38

鉄骨構造標準図

鉄骨構造標準図

Ｍ 16

Ｍ 20

Ｍ 22

Ｍ 24 25.5

23.5

21.5

17.0 40

50

55

60 44

38

(2)

28

34

30

28

26

22

(3)(1)

45 70

60

60

6040

50

55

60

40

40

40

最  小 標  準
(2)(3)
の標準

300

250

200

175

150

125 45

55

65

70

95

105

Ｂ２Ｂ１

または JIS B 1180  中 8g 10.9
種   類

本   数 1 1 1 1 2

Ｍ 20Ｍ 22Ｍ 20Ｍ 16Ｍ 12ねじの呼び
取付ボルト

軸径 d1

調整ねじの長さ

取付ボルト穴径
許容差  +0・ -0.5mm

はしあき (最小 )  (2)

切  板  製

平  鋼  製

(2)

ｌ

ｅ 3

ｔ

ｅ 2

ｔ

ｅ 2

ｅ 1

Ｒ

Ｓ

t

溶接姿勢 Ｆ・Ｖ

t＞ 16mm

S

t 7以下

6 7

8～ 10 11～ 13

10 12

14～ 16

6＜ t＜ 19mm

Ｆ・Ｖ溶接姿勢

t

ＧＣ

t mm

6≦ t＜ 12

12≦ t＜ 16

16≦ t

溶接姿勢 Ｆ・Ｖ

9

9

6

Ｇθ

89

9 8

56

t1 Ｌ θ Ｇ t1 Ｌ

566

6 9 8

899

45ﾟ

35ﾟ

35ﾟ 35ﾟ

45ﾟ

45ﾟ

ＭＣ  ＮＧＣ

余盛の高さ  mm

t≦ 4 1

4＜ t≦ 12 2

12＜ t≦ 19 3

t＞ 19 4

t

溶接姿勢 Ｆ・Ｖ

t≧ 19mm

t

溶接姿勢 Ｆ・Ｖ

6＜ t＜ 19mm

t mm

6≦ t＜ 12

12≦ t＜ 16

t＞ 19

溶接姿勢

35ﾟ

35ﾟ

45ﾟ

θ Ｇ

6

9

9 9

9

6

t1

ＧＣ

θＬ

5

5

8 35ﾟ

45ﾟ

45ﾟ

Ｇ

6

6

9 9

9

6

t1 Ｌ

5

5

8

Ｆ・Ｖ

Ｂ

7

8

9

10

11

12 8

7

6

5

4.5

4

Ｓ

〔注〕

Ｋ形の場合

(裏はつり後溶接 )(裏はつり後溶接 )

7

8

6

5

θ =45ﾟ(55ﾟ)

4

3

2

1

θ =45ﾟ

Wt1－ Wt2

Ft1－ Ft2

ＴＹＰＥ－２ＴＹＰＥ－１

1

4

1

4

θ

仮付不良 良 仮付不良 良

B1＝ 300B1≦ 250

35以上

35以上

エレクションピース

ハンチ起点は避けた方がよい

リブプレート Wt1

Ft1

Ft1

Wt2

Ft2

Ft2

プレート

θ =45ﾟ 削り面

1
5

t

t

t1

t2

ａ
t t1

t

t1

f

θ =60ﾟ

25mm以上

θ

25

22

19

16

13

9

φ

のど厚 t mm

平継手で板厚が異なるとき

θ

R≦ 2
f

f

G=0～ 2(裏はつり後裏溶接 )

G

L

25mm以上

R≦ 2

R≦ 2

G=0～ 2

f

f

R≦ 2

f

G=0～ 2 G=0～ 2

R≦ 2

f

LL G

φ

Ｂ

t

S

Ｔ形突合せ継手余盛

1
1

1

e
e

e eee ee

e
e
P

P P N
N
(片側 )

GPL
GPL

W2PL

10

e e e

e e

e
e

P
P

P Pe

e e

N
(片側 )

外 FPL

内 2FPL

内 2FPL

外 FPL

W2PL

内 2FPL

外 FPL

10

10

B
1

4
0 1

5
04

0

L

e

10

eeeeee

10

e P P P P

45 45

外 FPL 内 2FPL

L

B
2

B
2

B
1

B
2

B
2

t
2/3t

1/3t

W2PL

10

フランジ及びウエブ厚の差のある場合

(mm)

ハンチ勾配は普通１：４であるが構造図による。

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。

N(片側 )
N(片側 )

 

 とすることが望ましい。

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。

θ =60ﾟθ =60ﾟ

t2

S

t1

SS

D1 D1

t

t1S S

G=0

R10
R35

ボルト穴径

ボルト端から取付ボルト
穴心のあき (最小 )

溶接長さ (最小 )

Ｍ 12 Ｍ 16 Ｍ 20 Ｍ 22 Ｍ 24

最   大

最   小

へりあき
(最小 )(1)

板厚

板厚

(最小 )(1)
へりあき

ピッチ   (Ｐ )最  小  縁  端  距  離   (e)
呼び径

ねじの呼び径 (d)(単位  mm)
(注 )  f：余盛    Ｇ：ルート間隔    Ｒ：フェース    Ｓ：脚長

溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z3801(手溶接 )または JIS Z3841(半自動溶接 )の溶接技術検

定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。

下向  Ｆ 立向  Ｖ 上向  Ｏ横向  Ｈ

計仕様になっている部分は、塗装をしない。

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設

開先面裏はつり側にする

仮付溶接

・補強隅肉溶接を付加する。

・両側に補強隅肉溶接を付加する。

・両側に補強隅肉溶接を付加する。

 アーク手溶接 (ＭＣ )

 セルフ (ノンガス )シールドアーク半自動溶接 (ＮＧＣ ) アークエアーガウジング (ＡＡＧ )

ガスシールドアーク半自動溶接 (ＧＣ )

 仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

  Ⅰ ) 突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で

    同開先形状のエンドタブを取り付ける。

  Ⅱ ) エンドタブの材質は、母材と同質とする。

エンドタブ

35mm以上

t

かつ 2t以上

  Ⅳ ) プレス鋼板タブ、固形タブの使用については、資料を提出して設計者または工事監理者

    の承認を得る。

  規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認

  を励行し、部材に確認マークをつける。

  様に、養生を行う。

パイプ補強 (小径の場合 )

パイプとプレート補強 (片面 )

1 1 1

1
1

10 10

φ

φφ

10 102φ

プレート補強 (片面または両面 )

・計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

デッキプレ－ト

スパンスパン スパン

コンクリ－ト厚さ コンクリ－ト厚さ
30

15

溶接金網 (２段配筋 )

デッキプレ－ト

・耐火１時間・耐火２時間・耐火１時間

（通）Ｆ１００１ （通）Ｆ２００１ （通）Ｆ１００２

溶接金網または異形鉄筋

単純支持合成スラブ連続支持合成スラブ

デッキと梁との接合

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は下図による。

（ｂ）頭付きスタッドの施工はＪＡＳＳ６による。

５０以上５０以上

焼抜き栓溶接

デッキ現場切断

現場切断

デッキ受け

梁
デッキ切欠き

柱止まり

焼抜き栓溶接
デッキ長さ方向

デッキ受け
(ＦＢ－６０×９等 )

(ＦＢ－６０×９等 )

接合部２箇所（大梁） 接合部２箇所

各谷１箇所（小梁）

焼抜き栓溶接
６００以下

中間１箇所

焼抜き栓溶接
小口ふさぎ 焼抜き栓溶接

柱回り梁継ぎ手部

デッキ連続デッキ突合せデッキ振分け

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向

d1

R

e 1

t

e2

長
さ

d

l

d1

R

e 1

t

e2

長
さ

d

l

R

8

P
e
3

S
e
3

S

Ｓ 04

   (１ )材料及び検査

   (２ )工作一般

   (３ )高力ボルト接合

   (４ )溶接接合

 １．一般事項  ２．溶接基準図

   (１ )隅肉溶接

   (２ )部分溶け込み溶接 (使用箇所に注意 )

   (３ )突合せ溶接 (平継手  Ｔ形継手 )

   (５ )塗装

   (４ )フレアー溶接

   (１ )ボルトピッチ (Ｐ )ボルト穴径・最小縁端距離

 ３．継手規準図、その他

   (２ )ピン接合梁継手

   (３ )剛接合梁継手

   (４ )ハンチ部の継手

   (５ )柱（ＢＯＸ）継手

   (６ )梁貫通孔補強

  (７ )鉄筋ブレース

   (８ )デッキプレート（ＱＬデッキ・スーパーＥデッキ等）

   (９ )その他

・φ  ≦  ０ .４Ｄ

・梁端部 (スパンのＬ /１０以内かつ２Ｄ以内 )は避ける。

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行う。

(３ ) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

(２ ) せん断縁・手動切断縁の場合の縁端距離

(１ ) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

   (２ ) 羽子板とガ セットプレートの接合は表に示す取付ボ ルトを使用し、

      一面せん断 (支圧 )接合とする。

・ｔはｔ 1､ｔ 2の小なる方とする。

 余盛は (１ +０ .１Ｓ )mm以下とする。

・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。  Ａ ＡＧ

(ａ )  構造設計仕様による。

(ｃ ) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

(ａ )  鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

(ｂ ) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

(ｃ ) 高張力鋼のひずみ矯正は、冷間矯正とする。

(ａ )  本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

(ａ )  溶接工

(ｂ )  溶接機器

 (ロ ) アークエアーガウジング機 (直流 )

 (ハ ) サブマージアーク溶接機１式

(ニ ) 炭酸ガスアーク半自動溶接機

(ホ ) 溶接電流を測定する電流計

(ヘ ) 溶接棒乾燥機

(ｃ )  溶接方法

(ｄ )  溶接姿勢

(ｅ )  仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。

 (イ ) 仮付位置

  (ロ ) 突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

 (イ ) エンドタブ

(ｆ )  溶接施工

    ＮＧＣ、ＧＣ： 40mm以上とし特記のない場合は、溶接終了後、母材より１０ mm程度残し

    切断して、グラインダー仕上げとする。

  Ⅲ ) エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ mm以上、

 (ロ ) 裏あて金

 (ニ ) 裏はつり

 (ホ ) 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。また、開先部をいためない

  材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接

  で６ mm、半自動溶接で９ mm以上とする。

 (ハ ) スカーラップ  半径は３０～３５ mmとする。 スカーラップ

R=30～ 35mmR

スカーラップは r=20mmとする

但し梁成が D=150mm未満の場合の

(ｂ ) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ mm以下のものとする。

 (イ ) 交流アーク溶接機  ３００Ａ～５００Ａ

 溶接棒角度θは３０ ﾟ～４０ ﾟとする。

・９～１６ mmは１パス以上、１９ mm以上は２パス以上とする。

ａ＞４ mmの場合

・ＡＡＧ（   ）内はＧＣでＦ・Ｈの場合

デッキ受け

羽子板ボルト (ＪＩＳ規格品とする・ JISA5540～ 5542・ 1982)

注）  (１ ) ｅ 1、ｅ 2が確保されていれば形状は自由でよい。

JIS B 1186  ２種高力ボルト (F10T)

合成スラブの設計・施工は、 (社 )日本鉄鋼連名編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」－２

ｆ＝ｔ /４

ｆ＝ｔ /４

N (片側 )

≧１ mm フィラプレート併用のこと

30

００４、 (社 )日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、 (社 )日本建築学会編「建築工

事標準仕様書・同解説のうち  ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合

成スラブ工業会編「大臣認定・無被覆耐火構造床  合成スラブの設計・施工マニュアル」、各メ

ーカーのデッキプレ－トカタログ及び設計・施工便覧による。

ｆ＝ｔ /４

ｆ＝ｔ /４

ｔ≦ｔ 1

Ｄ 1≧ｔ /３  ｔ /４≦Ｓ≦１０ mm

寸法  (mm)

ＭＣ  ＮＧＣ

４ mmとする。 )

ｆ≧０ .５ mm (ただし、ｔ≧１５ mmのとき、

t≦ 16mm

構造設計一級建築士  第 9060号  / 一級建築士（大臣登録）第 322866号  林  信実
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05

Ｆ.Ｔ.Ｐｉｌｅ構法（既製コンクリート杭：標準タイプ、各種既製コンクリート杭）標準図

Ｗ (kg)採用 杭径 :φ 鉄板厚さ :ｔ (mm) Ｈ (mm)Ｄ２ (mm)Ｄ１ (mm)

300

350

400 1.2

1.2

1.2

401

351

301

445

395

345 201

2.7

2.3

1.8

201

201

201

201

201

201

201

201

201

201

201 44.3

38.6

23.9

17.4

13.8

9.0

7.2

3.2

3.8

1,200

1,100

3.2

3.2

2.31,000

1,201

1,101

1,001

1,245

1,145

1,045

900

800

700

2.0

2.0

1.6

901

801

701

945

845

745

645

545

495

601

501

451

1.6

1.2

1.2

600

500

450

○

 １．本構法は、地震時の杭基礎の損傷低減を目的とした杭頭接合方法であり、既製コンクリート杭に用いる。

 ２．杭頭を基礎（パイルキャップ）へ５０～１５０ mm埋め込み、埋め込み部分において杭外周部とパイルキャップの界面にテーパー状のクリアランスを設ける。

 ３．杭頭接合方法は、地震時に杭頭に引抜き力が作用しない箇所に適用する標準タイプと、引抜き力が作用する箇所にも適用できる引抜き対応タイプの２タイプがある。

 ・杭径  ：  ３００ mm～１ ,２００ mm

 ・コンクリート（基礎（パイルキャップ）部）  ：  普通コンクリート  設計基準強度：１８～６０  N/mm2

                        （法第３７条第一号もしくは第二号に該当するコンクリート）

 ・杭頭レベルの誤差が品質管理許容差を超えた場合には、工事監理者・設計者と協議のこと。

 ・ＦＴＰの刻印があるＦＴキャップ（テーパー型枠）を使用すること。

 ・既製コンクリート杭の設置に先立ち、杭頭の端板のボルト孔に泥土が入らないように養生を行う。

 ・ＳＣ杭の場合には、杭製作時に端板に仮止め用ボルト孔（雌ネジ）を施しておく。

 ・端板の厚みやボルト孔の規格（例えば、Ｍ２２）は、パイルメーカーにより異なるので、杭リスト等を参考のうえ確認する。

 ・ＦＴキャップと端板との間に浮き・隙間が生じないよう、端板表面を平滑にし、ＦＴキャップ設置時に密着度を確認する。

 ・レベルコンクリート打設後、ＦＴキャップ内にレベルコンクリートが流れ込んでいないことを確認し、仮止めボルトを撤去する。

 ・ＦＴキャップの上に原則として基礎配筋用のスペーサー等を置かないこと。

  埋め込まれていることを確認する。

 ・ＦＴキャップ内部にレベルコンクリートが流れ込まないよう、ＦＴキャップ下端が砕石または地盤に２０ mm以上（最低埋め込みライン以上）

 ・杭   ：  各種の既製コンクリート杭（ＰＨＣ杭、ＳＣ杭、ＰＲＣ杭、ＲＣ杭  等）

基礎配筋

仮止めボルトの撤去

ＦＴキャップの設置

基礎底地盤の整地

掘   削

（各種工法による）

既製コンクリート杭の設置

杭芯・杭頭レベルの確認

砕石敷設・レベルコン打設

基礎のコンクリート打設

■施工手順

■使用材料（適用範囲）

■構法概要 ■ＦＴキャップ（テーパー型枠）仕様

■杭頭部詳細図

＊留意事項

最低埋め込みライン

r＝ 2mm

鉄板 (厚さ :ｔ )

既製コンクリート杭

クリアランス

砕石または地盤

レベルコンクリート

ＦＴキャップ

端板

1/10

5
0
～

1
5
0

Ｄ１ (内径 )

Ｄ２ (内径 )

Ｈ
(
内
寸

)

2
0

22 22

仮止めボルト  ２ヶ所以上
(レベルコン打設後撤去 )

砕石または地盤に
２０ mm以上埋め込む

φ

基礎 (パイルキャップ )

Ｆ .Ｔ .Ｐｉｌｅ構法 (既製コンクリート杭 )標準図

＊この仕様に適合したＦＴキャップには「ＦＴＰ」の刻印がある。

○
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ＳＲＣ梁貫通孔補強筋設計施工仕様書

350mm以上）になる場合は、開口部上下補強筋と水平補強筋により主筋を拘束するための補強を行う。

Ｃ Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｅ

Ｃ Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｃ Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｃ
Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｄ
Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

Ｂ
Ａ

開口径
1％以上1％未満

2組1組   H＜150

3組2組150≦H＜300

3組3組300≦H   

ダイヤレンＮＳ

【1 組】 【2 組】 【3 組】

50

孔際あばら筋

ダイヤレンＮＳ ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋 孔際あばら筋50

50

50 5050※ ※ ※

100φ
(H≦115)

スリーブ径
(対応径)

（特記外単位：mm）

腹筋

ダイヤレンＮＳ

水平補強筋

ダ
イ
ヤ
レ
ン

Ｎ
Ｓ

＋

キャップタイ
D

2.5H以上

（水平補強筋の長さ）

※

※

H≧350

450mm以上

可 可 不可 不可

柱 柱
D

L'≧D L≧(H1＋H2)/2×3

H1 H2

HC1

HC2

L≧(H3＋H4)/2×3

L'≧1.5D

H3

H4

(H≦141)
125φ

(H≦166)
150φ

(H≦191)
175φ

(H≦216)
200φ

250φ
(H≦270)

300φ
(H≦320)

350φ
(H≦370)

750φ

700φ

650φ

600φ

550φ

500φ

450φ

400φ

(H≦750)

(H≦730)

(H≦680)

(H≦630)

(H≦570)

(H≦520)

(H≦470)

(H≦420)

D

HoH1

E

かぶり厚さ＋あばら筋径

一般部あばら筋比（p ）w

サイズ
寸   法

A CB D E

Ⅰ 6 205 115 127 45

205 115 45

205

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

8

10

13

16

210

230

95

80

100

127

155

183

183

55

65

65

289

289

289

296

325

形状 Ho

① 204

①

重量
(kgf/枚 )

②

②

③

205

206

211

227

0.55

0.85

1.14

2.01

3.46

45

45

F

45

48

55

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

230

230

235

240

240

140

140

125

110

110

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

325

325

332

339

339

①

①

②

②

③

222

223

227

232

234

0.60

0.94

1.27

2.26

3.57

45

45

48

50

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

255

255

260

260

265

165

165

150

130

135

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

360

360

367

367

374

①

①

②

②

③

239

240

245

246

251

0.66

1.03

1.38

2.41

3.88

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

280

280

285

285

290

190

190

175

155

160

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

395

395

403

403

410

①

①

②

②

③

257

258

263

264

269

0.71

1.12

1.50

2.61

4.19

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

305

305

310

310

320

215

215

200

180

190

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

431

431

438

438

452

①

①

②

②

③

275

276

280

282

290

0.77

1.20

1.61

2.81

4.57

45

45

47

47

50

50

50

45

45

45

5.31

3.29

1.83

1.40

0.89

326

324

316

315

314

②

②

②

①

①

523

523

509

509

509

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

210

240

250

270

270

370

370

360

360

360

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50

45

45

45

5.93

3.69

2.05

1.57

1.01

361

359

351

350

349

②

②

②

①

①

593

593

579

579

579

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

260

290

300

320

320

420

420

410

410

410

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50

45

45

45

6.55

4.09

2.28

1.75

1.12

396

395

386

385

384

②

②

②

①

①

664

664

650

650

650

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

310

340

350

370

370

470

470

460

460

460

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

60

60

50

45

60

60

50

45

60

60

50

45

60

60

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

45

45

19.05

11.94

7.35

4.11

18.11

11.32

6.95

3.89

17.17

10.69

6.55

3.67

16.24

10.07

6.16

3.44

14.92

9.18

5.68

3.17

13.98

8.56

5.28

2.95

13.04

7.94

4.88

2.73

2.10

12.11

7.31

4.48

2.50

1.92

780

700

685

676

745

665

649

641

710

630

614

605

674

594

579

570

625

545

536

528

589

509

501

492

554

474

466

457

456

519

439

430

422

421

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

①

④

②

②

②

①

1432

1272

1244

1230

1362

1202

1173

1159

1291

1131

1103

1088

1220

1060

1032

980

820

806

791

791

909

749

735

721

721

1018

1121

961

947

933

1050

890

876

862

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

45

80

65

55

80

45

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

127

292

226

183

155

127

806

740

750

760

756

690

700

710

706

640

650

660

656

590

600

610

586

520

540

550

536

470

490

500

486

420

440

450

470

436

370

390

400

420

900

900

880

870

850

850

830

820

800

800

780

770

750

750

730

720

680

680

670

660

630

630

620

610

580

580

570

560

560

530

530

520

510

510

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

8

16

13

10

8

16

Ⅳ -3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ -3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ -3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ -3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ -3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ -3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ -3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ -3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

16

13

10

16

Ⅴ -3R

Ⅴ -3R

Ⅴ -3R

Ⅴ -3R

Ⅴ -3R

Ⅴ -3R

Ⅴ -3R

Ⅴ -3R

16

16

16

16

16

16

16

16

230 65154 237 455 57 ⑤ 6.14 292

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

240 164 469 49 6.31 299

189 504 49 6.78 316

290 214 540 49 7.25 334

320 244 582 52 7.82 355

370 276 292 80 683 50 ④ 9.11 406

④

④

420 326 292 80 753 50 10.04 441

470 376 292 80 824 50 10.98 476

265

型

３．貫通孔適用範囲

８．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表１．一般事項

２．使用材料の適用範囲

（２）本設計仕様に記載のない事項については、建築基準法・同施行令、（一財）日本建築センター

及び（一社）日本建築学 会の関連する諸指 針や諸規準、ダイヤレンＮＳ技術マニュアルによる。

（１）本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本

仕様書に優先して適用する。

Fc＝ 21～ 100N/mm2

・主筋      ：基準強度 295～ 490N/mm2の JIS鉄筋、 490を超え 685N/mm2以下の大臣認定品

・ダイヤレンＮＳ： KSS785-K（ MSRB-0004）、 MK785（ MSRB-0067）

・あばら筋    ：基準強度 295～ 490N/mm2の JIS鉄筋、 490を超え 1275N/mm2以下の大臣認定品

開口を設ける場合は、当該複数孔の開口径の合計は梁せいの 1/3以下とする。

が異なる場合は、両開口径の平均値の 3倍以上とする。また、上下に複数の開口を設ける場合に

は、最大径の範囲内にその他の開口を配置することとする。

へりあき≧ (ダイヤレンＮＳの E寸法－開口径 H)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径 /2

＋あばら筋径＋かぶり厚さ (40㎜以上 )

ただし、ダイヤレンＮＳをあばら筋の内側に施工することとする。

４．開口部あばら筋の配筋要領

H3＜ H4のとき、
H3を H4の範囲内に配置する

H1,H2≦ 750mm かつ  H1,H2≦ D/3

HC1,HC2≧ (ダイヤレンＮＳの E寸法－ H1)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径 /2
H3,H4≦ 750mm かつ  Σ (H3,H4)≦ D/3

 位置とし、標準は 50mmとする。

※必要なかぶり厚さを確保した

（１）開口部あばら筋の組数は、開口が無いとした場合に配置されるあばら筋組数以上とする。

（２）孔際あばら筋の組数は、下表の標準組数以上とする。

【開口に対して片側に配置する孔際あばら筋の標準組数】

 40mm以上とする。
※印部分のかぶり厚さは

開口上下部分の補強要領（Ｕ型補強筋で補強する場合の例）

開口部上下補強筋 Ｕ型補強筋

水平補強筋

（１）コンクリート

（２）鉄筋

（１）開口の形状は円形または多角形とし、多角形の場合はその外接円を開口とみなす。

（２）開口径（ H）は開口外径とし、 750mm以下かつ梁せいの 1/3以下とする。ただし、上下に複数の

（３）隣接する開口の水平及び鉛直方向中心間距離（ L）は開口径の 3倍以上とし、隣接する開口の径

（４）へりあき（ HC1,HC2）の最小寸法は下式による。

（５）水平方向の開口位置は、柱際から開口中心までの距離（ L'）を梁せい以上とする。

（６）上下に複数の開口を設ける場合の水平方向の開口位置は、 L'を梁せいの 1.5倍以上とする。

５．開口部上下補強要領（ 350φ以上の場合）

６．施工要領例

（１）開口の左右に配筋する 1組目の孔際あばら筋の間隔が梁せいの 1/2以上または 450mm以上（開口径で

（２）開口部上下補強筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種とし、一般部あばら筋のピッチ以下と

（３）梁幅が 400mm未満もしくはコ型補強筋の梁主筋側重 ね長さが 25d（ dは鉄筋の呼び径）以下の場合は、

なるように配筋する。（丸鋼及びインデントは不可）

Ｕ型またはΠ型の形状で補強を行う。

（４）水平補強筋は、一般部あばら筋より 1段上の径以上とし（ SD295A程度）、開口径の 2.5倍以上の長さ

とする。

  一段上の径以上 )

水平補強筋
(一般部あばら筋より

※へりあきの最小寸法

【ダイヤレンＮＳ  標準形状】

② 1箇所溶接型

 (2重リング )

③ 2箇所溶接型

 (2重リング )

④ 1箇所溶接型

 (3重リング )

⑤ 3箇所溶接型

 (3重リング )

①一筆型

(2重リング )

ダイヤレンＮＳを使用した場合のコンクリート面から

開口中心までの距離（ Ho）を左表に示す。

（かぶり厚さ 40mm、あばら筋径を 16mmと仮定した数値）

※寸法は、鉄筋の芯－芯間とする

 開口中心までの距離

※表中 Hoは、かぶり厚さ 40mm、あばら筋 16mmとした場合のコンクリート面から

 厚さを 40mmとした場合の開口外径

※対応径は、スリーブ面とダイヤレンＮＳ内リング筋の内側面までのかぶり

H1＝ E/2＋鉄筋径 /2

Ho＝かぶり厚さ＋あばら筋径＋ H1

＋あばら筋径＋かぶり厚さ (40mm以上 )

梁貫通孔補強材 ダイヤレンＮＳ設計・施工標準仕様書（参考図） （一財）日本建築センター  ＢＣＪ評定 -RC0124-07

（１）型枠上に開口の位置と開口径等を墨出しする。

（３）ダイヤレンＮＳを左右の孔際あばら筋の間から挿入し、孔際あばら筋等に 4か所以上結束する。

（４）スリーブをダイヤレンＮＳのスリーブ受け筋にセットし、針金等で固定する。

（５）孔際あばら筋を配筋するのが困難な場合は、束ね配筋にすることができる。

（６）開口部周囲のそれぞれの鉄筋のかぶり厚さが適正に確保されていることを確認する。

（２）補強設計上必要な孔際あばら筋と一般部あばら筋を配筋する。孔際あばら筋は、 1組目は必要なか

ぶり厚さを確保した所定の位置に配置し、 2組目以降はそれぞれ 50㎜ピッチで配筋する。孔際あば

ら筋と一般部あばら筋の間隔は、設計ピッチ以下とする。

（束ね配筋は、 2組までは束ねることができるが、 3組以上は束ねてはならない。）

ダイヤレンＮＳ

保持鉄筋（SD295A程度）

（２）ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め 45度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、下図の

「可」のように施工すること。

７．施工における注意事項

鉄筋等に結束する。

（１）補強設計によってダイヤレンＮＳが 3枚以上になった場合で中子筋が無い場合は下図のように保持

構造設計一級建築士  第 9060号   /  一級建築士（大臣登録）第 322866号  林  信実

2021
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フレームポスト間

l3

□ -150× 150 ～  □ -300× 300 用

ベースパックⅠ型

角形鋼管

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

TEL03（ 3296） 3515

旭化成建材株式会社
TEL03（ 3624） 5336

岡部株式会社

ベースパック柱脚工法 標準図施工

設計

 １．工法概要  ３．構成部材・寸法

 ２．柱

 ４．コンクリート柱型  ６．工事場施工

 ７．本工法の施工及び施工管理

１ .１  構成部材 ３ .１ ３ .２ ４ .１ ４ .２ ６ .１

６ .２

 ベースプレート  形状・材質  配筋  基礎工事

 アンカーボルト据付け

 配筋およびコンクリート打設

 建方

 アンカーボルトの本締め（弛み止め）

 ベースパックグラウト (グラウト材 )の注入

 定着座金

 注入座金

 柱脚の定着方法概要１ .２

３ .３

３ .４

３ .５

６ .３

６ .４

６ .５

６ .６

1

3

10
3 2

4

1

5

9

3

7

8

6

10
3

2

5

9

4

1

8

7

3

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

4 ベースパックグラウト (グラウト材 )

9 ステコンアンカー

8 フレームベース

10 ベースプレート

  （コンクリートアンカー）

(注 )上記⑥～⑨は現場状況により仕様が異なる場合がある。

  給される。
(注 )上記①～⑩の構成部材はベ－スパック構成部品として供

鋼種 採用

●材質

形状（イ） 形状（ハ）

 フレームベース３ .６

 アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法３ .７

i) Ａ タイプ

65

60

55 168

173

178 9

9

9 32

35

38

SS400

材質

M30

M33

M36

g1

55

55

60

65

80 12

12

28

31

34

37

40

材質dt

 9

 9

 9

SS400

M27

M30

M33

M36

M39 31

29

26

24

22 41

46

50

55

60 69

64

58

53

47

呼び

i) アンカーフレーム  Ａタイプの場合

ii) アンカーフレーム  Ｃタイプ  の場合

iii) 特Ｃタイプii) Ｃタイプ

記号

PM39

PM36

PM33

PM30

PM27

118

110

110

101

10142

42

45

45

4838

35

35

32

32

40

37

34

31

28

18

18

18

18

18M27

M30

M33

M36

M39

適用
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

●ベースパックの据付け高さ（ｈ寸法）はフレームベース下端からコン

 クリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低ｈ寸

 法）は下表に記載の値とする。

Ｄ

Ｄ

●形状

 大・最小値一覧」による。

 柱脚工法における柱型寸法最

 場合は、別紙「ベースパック

 柱型寸法を標準から変更する

●コンクリ－ト

 普通コンクリートとし、設計

●鉄筋

 する。

立上り高さ

あるいは
フーチング天端

基礎梁天端

 の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

 ※ただし基礎立上がり高さが５０ mmを超え３００ mm以下

●基礎立上がり高さは５０ mm以下とする。

４ .３  基礎立上がり

 ５．工場製作（溶接）

50 ℃

予熱なし予熱なし

50 ℃

板厚 (mm)

予熱なし

予熱なし

SN490B

SN490B

鋼種溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

CO2ガスシールドアーク溶接

■ベースプレートの予熱

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

●気温（鋼材表面温度）が５℃以上でのベースプレートの

 予熱は次に示す予熱温度標準により行う。その他必要に

 応じて適切な予熱をする。

姿勢

溶接

方法

溶接

下向き

下向き

被
覆
アー

ク
溶
接

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ガ
ス
シー

ル
ド
アー

ク
溶
接

セ
ル
フ
シー

ル
ド
アー

ク
溶
接

許容差 標準値 許容差 標準値 許容差
図

許容差・記号＋∞は制限無しを示す。

    差、下段括弧内 :限界許容差 )を示す。
   ・２段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差 (上段 :管理許容

α
1

開先角度α 1(° )

2

2

2

2

-2､+∞

(-3､+∞ )

(-3､+∞ )

(-3､+∞ )

(-3､+∞ )

-2､+∞

-2､+∞

-2､+∞

-2､+1

(-2､+2)

(-2､+2)

(-2､+2)

(-2､+2)

-2､+1

-2､+1

-2､+1
α 1:35

α 1:45

α 1:35

-2.5､+∞

(-5､+∞ )

(-5､+∞ )

-2.5､+∞

α 1:45

■組立

●ベースプレートの中心線（ケガキ線）に柱材軸心を合わ

 せる。

■溶接方法（完全溶込み溶接）

  立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることによ

 り行い、標準許容差は下図による。

●柱脚部の捨コンの厚さは９０ mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

図

標
準
許
容
差

基準高さより誤差は

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●レベルモルタルはベースパックグラウト

 （グラウト材）を使用し大きさは右図に

 よる。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（６ kg）に対して、計量カップ

 で１．０～１．１Ｌの水を加え、電動カクハン機で混練することにより行

 う。

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材

 の自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウ

 トの注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（

 ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシ

 ート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

 技術者等による。

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】
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角形鋼管 角形鋼管

テンプレ－ト柱心

けがき線
アンカ－ボルト

約
３
０

m
m

2/3L程度

ベースパックグラウト

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

注入座金

注入枠
（桟木等）

グラウトロ－ト

グラウト材

注入口
ボルト孔

単位  mm

単位  mm

単位  mm

単位  mm

単位  mm

テ
ン
プ
レ
－
ト

中
心
線

柱
心

柱
心

○

２３５

２９５

●完全溶込み溶接とする。（ＪＡＳＳ６鉄骨工事による）

完全溶込み溶接の開先標準（ＪＡＳＳ６鉄骨工事２００７年版より）

Ｌ

ｅ 1:柱心とテンプレ－トのけがき線との許容差

－２≦ｅ 1≦２

－３≦ｅ≦１０

ｅ 1

ｅ
1

ルート面Ｒ (mm)

6～

6～

板厚

適用

Ｔ (mm)

7

6

9

標準値

ルート間隔Ｇ (mm)

7

ｔ＜ 32 32≦ｔ＜ 40 40≦ｔ≦ 50

Ｔ

Ｒ

Ｇ

Ｗ ＷＷ

ＸＸ Ｘ

ｈ
寸
法

ｈ
寸
法

ｈ
寸
法

Ｊ Ｊ Ｊ

Ｗ Ｗ Ｗ

ＷＷＷ

 アンカーボルト（Ｍアンカーボルト）

i) アンカーフレーム  Ａタイプの場合

 Ｍナット

ＡＢ

(
ｅ

)

(ｅ )ＢＡ

 ＳＮ４９０Ｂ ii) アンカーフレーム  Ｃタイプの場合【ＪＩＳ  Ｇ  ３１３６】

ｄ

ｇ 1 ｇ 2 ｔ ｄ

ｇ 2

ｇ
1

ｄ

ｔ

ｃ

ａ
2

ａ
1

ｔ

ａ 1 ａ 2 ｃ ｔ ｄ

ｄ

ＢＣＰ２３５

ＳＴＫＲ４００

ＢＣＲ２９５

ＴＳＣ２９５

ａａ

ｄ

ｄ

l1 l1l1 l1 l2l2l2

M27

M30

M33

M36

M39

適用 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

呼び
ｄ

M30

M33

M36

単位  mm

Ｌ

695

720

770 60

45

45 490

490

490

Ｘ
(N/mm2)
基準強度

D38

D35

D32

呼び名
異形部呼び

ｄ

M27

M30

M33

M36

M39

単位  mm

Ｌ

650

695

770

770､810

690､735

490

490

490

490

49098､135

130

133

128

95､140

45

45

45

60

60

Ｘ

D29

D32

D35

D38

D41

異形部
呼び名

注1) 注1) 基準強度
(N/mm2)

注１ )据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

ａ ａ

ｔ ｔ
l
1

l
1

l
1

l
1

l
2

l
2

l
2

l
3

120 120 50

Ｌ Ｌ

ＸＸ

ｄ ｄ ｄ

ｂ

135

4-M39

Ｊ寸法

(mm)

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150700

700

650

650

650

650

650

600

600

600

ｈ寸法

最低

採用

コンクリート柱型 フレームベース

15-12V

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-19V

30-16V

30-12V

30-09V

□ -300× 300

□ -300× 300

□ -300× 300

□ -300× 300

□ -250× 250

□ -250× 250

□ -250× 250

□ -200× 200

□ -200× 200

□ -175× 175

□ -150× 150

記号

ベースパック
板厚

(mm)

ベースプレート

寸法 (mm)

ａ

t≦ 12

t≦ 12

t≦ 12

t≦ 12

t≦ 16

t≦ 12

t≦ 16

t≦ 19

基準強度

(N/mm2 ) 特Ｃ (mm)

寸法Ｗ (mm)

標準ﾌﾚｰﾑ標準 ﾌﾚｰﾑ

設計基準強度

特Ｃ標準 ﾌﾚｰﾑ

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ外径 (mm)

柱

t≦  9

t≦  9

t≦  9

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

300

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

ｔ

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

l1 l2

200

230

260

260

310

310

 80

360

 80

 80

 80

l3

-

-

-

-

-

-

190

-

260

260

290 φ 55

φ 55

φ 50

φ 55

φ 50

φ 55

φ 55

φ 50

φ 45

φ 45

φ 45

ｄ

アンカーボ ルト

本数 -呼び

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

8-M30

8-M36

8-M36

8-M33

4-M39

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

寸法Ｄ (mm)

500

530

560

560

610

630

620

680

700

710

740

-

-

-

-

-

-

配筋

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

12-D22

12-D19640

-

710

710

740

立上り筋

12-D16

12-D19

フープ筋

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

(N/mm2 )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

250

280

310

310

360

340

310

310

420

240

370

540

510

510

-

440

-

-

-

-

-

-

特Ｃ

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240 400

370

370

-

300

-

-

-

-

-

- 550

寸法Ｘ (mm)

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、四隅のアンカーボルト４本で組

●フレームベースは捨てコンアンカーにより水平に固定する。

< Ａタイプ  > < 特Ｃタイプ  >< Ｃタイプ  >

 選択できる。
※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Ｃタイプを

※

（財）日本建築センターによる一般評定「 BCJ評定 -ST0093-17」（平成 30年 9月 21日付）

2019年 1月作成

9
0
以
上

9
0
以
上

9
0
以
上

Ｆ値 (N/mm2 )

ｂ

適用 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

フープ筋

9
0
以
上

3
0

立上り筋
梁主筋

150以上

※立上り筋の頂部にはフックを

 設けなくてよい。

※トップフープはダブルとし、

 柱型上端近くに配置する。

 ＳＤ２９５Ａ（Ｄ１３ ､Ｄ１６）

 ＳＤ３４５  （Ｄ１９ ､Ｄ２２）

Ｆ値 295N/mm2 以下

Ｓ

 基準強度は２１Ｎ /mm2以上と

構造設計一級建築士  第 9060号   /  一級建築士（大臣登録）第 322866号  林  信実

露出型弾性固定柱脚工法設計施工標準図2021
120232

07

○

○

07 医師住宅建設工事（建築）



 左図円部詳細 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 建物外回り ＱＬデッキ幅方向

（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網または異形鉄筋

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１

   デッキプレート幅方向のかかり代は、

Ｓ合成床版設計施工標準図

   合成スラブ工業会仕様

設      計

標  準  納  ま  り

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、 (社 )日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説  JASS5鉄筋コンクリート工事及び JASS6鉄骨工事」、

(一社 )日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準  2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準図（参考図）

2021

耐火仕様① [耐火認定FP60FL-9095､9101､FP120FL-9107､9113用]

【単純支持合成スラブ】

【連続支持合成スラブ】

 ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）

 柱廻り 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向

 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを離した場合  梁との間に隙間がある場合

 ＱＬデッキを突き合わせた場合 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

08

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

施工順序

鉄筋コンクリート (RC)梁 ･鉄骨鉄筋コンクリート (SRC)梁鉄骨 (S)梁

［Ａ］ＱＬ９９－５０ ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

付帯条件

材料／デッキプレート

材料／コンクリート

材料／溶接金網・異形鉄筋

接    合

耐    火

特    記

焼抜き栓溶接

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

アクセサリー

ハンガー金具
（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）
クローサー

（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）

フラッシング

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要。

Ｑ a：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）

Ａ w：焼抜き栓溶接ピッチ

ＱＬ９９ -７５ＱＬ９９ -５０

デッキプレートと梁の納まり〔Ｓ梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔ＲＣ ･ＳＲＣ梁〕

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。  ※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

  ※３  溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

９５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上
普通コンクリート

ＱＬ９９－７５

９０ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

８５ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

溶接金網または異形鉄筋

普通コンクリート

φ６－１００x１００

（Ｄ１０－＠２００）

φ６－１５０x１５０

FP120FL-9113

FP060FL-9101

床 ､１時間耐火

床 ､２時間耐火

FP120FL-9113

FP060FL-9101
床 ､１時間耐火

床 ､２時間耐火

算出式 注５)Ａ 参照

耐火補強筋 :Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

耐火補強筋 :Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００） １８Ｎ /mm2以上の普通コンクリート

（１種 ･２種）

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート
８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

床 ､２時間耐火

FP060FL-9095

FP120FL-9107

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

注2)

注2)

注2)

４,４００N/m2以下

５,４００N/m2以下

５,４００N/m2以下Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網または異形鉄筋

床 ､１時間耐火

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

コンクリート :設計基準強度１８Ｎ /mm2以上の普通コンクリート ､及び ､軽量コンクリート（１種 ･２種）
支持梁 :鉄骨 (S)梁及び大梁：鉄筋コンクリート (RC)梁または鉄骨鉄筋コンクリート (SRC)梁､小梁：鉄骨 (S)梁

Ｅ部

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

Ｄ部Ｄ部Ｂ部Ｂ ･Ｈ部

Ｆ部 Ｇ部

ａ部 ａ部

ｃ部ｂ部

ｄ部 ｃ部

ｅ部ｅ部

開口部 開口部

柱

大梁外周部大梁

外
周
部
大
梁 小
梁

１）開口がφ１５０程度の場合

Ｂ )開口間隔＜３×開口径

３）ｗ＞ 600mmの場合

 ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュ

墨  出  し

敷込み仮止め溶接

QLデッキと梁との接合

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲    
３）焼抜き栓溶接  

溶接金網敷込み

検   査

コンクリート打設

施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

ひび割れ拡大防止のための補強要領

[１ ]設計上の留意点

[２ ]施工上の留意点

         高性能ＡＥ減水剤

         ベースコンクリートスランプ  10cm  スランプ  15cm

       ［例］単位水量  175リットル /ｍ 3以下

開口部

開口
部

注５）許容積載荷 重Ｗ  算出式

注４）梁の耐火被覆   梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。

注２）スパンが３ .４ mを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド (軸径１６ mm以上、ピッチ３００ mm以下 )で結合する。

  の自重 )を差し引いた値を示します。
※許容積載 荷重は、床にかかる全荷重 (仕上げ荷 重も含む )から床荷重 (デッキプレートとコンクリート

 ：支持スパン（ｍ）

２３.４
Ｗ＝５,４００ｘ（   ） かつ９,８００ Ｎ/m2以下

 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔 (スパン比

３：２を超えない程度  )に支持されるものとする。  ※合成スラブ工業会 発行 ｢合成スラブの設計・施工マニュアル ｣参照

大梁

焼抜き栓溶接 Ａ w

大梁上大梁上

施
 
 
 
工

   ５０ mm以上あることを確認する。

  （頭付きスタッドの場合は３０ mm以上）

 １ )デッキプレートは梁型枠に釘止めする。

 ２ )デッキプレートの梁型枠へののみ込み代

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

鉄骨梁の場合

敷  込  み

 １ )墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

  ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

   数 (５～１０枚 )ごとに仮止め溶接する。

 ２ )各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る

   ように敷込む。

 ３ )デッキプレート長手方向の大梁のかかり

   代は、５０ mm以上あることを確認する。

   が幅方向１０ mm以上、長手方向が３０ mm

   あることを確認する ｡

  施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。
  施工の仕様等については別途製造業者へご確認
   下さい。日本ヒルティ (株 )

自動焼抜き栓溶接［Ａ .Ｐ .Ｗ］ ＣＯ 2アークスポット溶接

（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合  １８ＫＶＡ以上  ３相  ２００Ｖ

（３）標準溶接条件：下表

              発電機の場合   ３５ＫＶＡ以上  ３相  ２００Ｖ

２）打込み鋲

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ (標準 )の場合８秒程度

 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、径１０
焼抜き

ＱＬデッキ

 げる。スラグを除去して仕上がりを確認。
 溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き上

 るように円中央へ２～３回転しながら運棒。
 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側をなぞ

  施工は、 JASS6「鉄骨工事」による。

１）頭付きスタッド

（１）溶接機

（２）溶接棒

（３）標準溶接条件
    梁フランジ板厚：６ mm以上
    溶接電流：１９０～２３０Ａ (標準２１０Ａ )

（４）溶接工の資格

    エンジン溶接機  ２３０Ａ以上
    交流アーク溶接機  ＡＷ２５０Ａ以上

    右の１～４の順に行う。
（５）手順・要領

    JIS Z 3211の E4316、 E4916 に定める低水素系被
    覆アーク溶接棒で棒径４ mmφのもの

    JIS Z 3801、 JIS Z 3841 における基本級の有資
    格者

  デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等
  で接合する。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ アーク手溶接

【焼抜き栓溶接 (SPW)及び自動焼抜き栓溶接 (A.P.W)】

  Ａ .Ｐ .Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

 ＳＰＷの場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。

        不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

 Ａ .Ｐ .Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ  の  他】

 □事前検査

 □溶接後の外観検査

 □不良部の補修

 ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記 1)または 2)の方法で電流値をチェックする。

  接棒の消費長さが４５～５３ mmであること。

  ク長さを約３ mmに保持し、１０ mm程度の円を描いて１０秒間溶接した時の溶

  合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会 」の受講が望ましい。

  国土交通省告示第３２６号 (平成 14年 4月 16日制定 )及び国土交通省告示第６０６号 (平成 19年 6月 20日
  改正 )の第２接合ハ (４ )焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件：黒皮
    または一般錆止め塗装）

３）焼抜き栓溶接

デ  ッ  キ  プ  レ  ー  ト  と  梁  と  の  接  合

スラブの配筋

支  保  工  有  無

 ■  無     □  有  

連  続  支  持

単  純  支  持

 □指定なし

そ   の   他

 各長さ・ピッチは特記による。

□その他       

 ※最小長さはデッキ高さ＋３０ mm以上とする。

※ 1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ  Ｋ  ５６２１  ２種または３種相当）

■溶接金網   

□異形鉄筋   

 その他：

□ＱＬ９９ -７５
■ＱＬ９９ -５０
ＱＬデッキ     

□ 1.6
■ 1.2

※ 1

端部加工

□無し     

■ ｴﾝｸﾛ有り

□裏面防錆処理 (一次塗装 )  ＱＬプライマー (P)

 JIS G 3551

 JIS G 3112、 3117 □Ｄ１０ -＠２００    □（         ）

上欄内の採用項目に■を記して下さい。

［ ISO 9001認証取得］

■亜鉛めっき                 [■ Z12 □ Z27]

□ JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板 ) [□ Y18 □ Y27]

□その他 (               )  □無し

 ＪＩＳ  Ｇ  ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ ､ＳＤＰ２ ､ＳＤＰ２Ｇ  材   質

(３ )開口部の補強状況

(１ )ＱＬデッキ相互の嵌合状況  (２ )ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況

  １ ) 溶接箇所の確認   ２ ) 焼き切れ、余盛り不足の有無

  １ ) 検流計での計測

  ２ ) 溶接棒の消費長さによる確認   未使用の規定の溶接棒を用いて、アー

  ３ ) 標準余盛り径  SPW:18mm以上  A.P.W:25mm± 3

支持梁 :鉄骨 (S)梁  コンクリート :設計基準強度１８Ｎ /mm2以上の普通コンクリート ､及び ､軽量コンクリート

支持梁 :鉄筋コンクリート (RC)梁または鉄骨鉄筋コンクリート (SRC)梁の場合   コンクリート :設計基準強度

※配筋のスペーサーはφ４ .０ mm以上鉄線またはセ メントブロックを用いて間隔は１ .０ m以下とする。
  アル 」 (Ⅰ )合成スラブの設計  ４ .合成スラブの開口補強方法  を参照する。

耐火仕様の配筋

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ mmで配筋する。

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ mm以上定着させる。梁上で定着が１５０ mmとれない場合は、Ｌ型に

 曲げて１５０ mm以上を確保する。

耐火補強筋が必要。

ＱＬデッキが単純支持となる場合、

筋を配筋する。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣまたはＳＲＣ造の大梁部側では端部補強

開口部補強要領

  Ａ )開口間隔≧３×開口径

仮想開口

Ｃ )開口が連続している場合

連続する開口の開口群 (仮想

開口 )とみなし、その開口部

３ )に準じて補強を行う。

の大きさにより、２ )または
開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０

耐力補強筋２ )に準じる

開口補強筋Ｄ１０

開口部

開口補強筋Ｄ１０耐力補強筋

コンクリート箱抜き
コンクリート硬化
後にＱＬデッキを
切断

柱

壁
壁

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｅ

ｃ

ａ

ｂ

ｄ

185

2
8

4
0

25

1
3
.
5

Ｗ (100～ 250)

検     査

６～９ mm未満

９ mm以上

６～９ mm未満

９ mm以上

梁フランジ板厚

３４～３６

３４～３６

３３～３５

３３～３５

３００～３２０

３００～３２０

３００～３２０

３００～３２０
１ .２ mm

１ .６ mm

QLデッキ板厚

３ .０～４ .０ x１度打ち

３ .０～４ .０ x２度打ち

３ .５～４ .５ x１度打ち

４ .０～４ .５ x２度打ち

電流 (Ａ ) 電圧 (Ｖ ) アークタイム (秒 )

 ２ .ＣＯ 2ガス流量 :２０㍑／分以上

Ｃ）大梁がＲＣまたはＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

スパン スパン

耐  火  仕  様

 ■普通コンクリート  □軽量コンクリート (□１種  □２種 )

 □１８      ■２１      □（   ）Ｎ／ｍｍ 2

種      類

設計基準強度

厚さ (QLデッキ山上 )

構造設計一級建築士  第 9060号   /  一級建築士（大臣登録）第 322866号  林  信実

小梁上 (リップ部分は
メスリップ側を溶接 )

小梁上 (リップ部分は
メスリップ側を溶接 )

注１：普通コンクリート、 D10-200× 200、表 面処理が亜鉛めっきの場合

注２：表を超える場合は、別途支保工が必要です。

【連続支持】【単純支持】

スパン スパン スパン

(単位：ｍ ) (単位：ｍ )

60 70 80 90 100 60 70 80 90 100

支
持
条
件

QL99-75

支
持
条
件

QL99-50
ｺﾝｸﾘｰﾄ厚 (mm) ｺﾝｸﾘｰﾄ厚 (mm)

単純 (内法 )

２連続

３連続

板厚 (mm)

単純 (内法 )

２連続

３連続

Ｓ造・施工時のスパンの取り方

1.0

2.38

3.20

2.95

1.6

2.75

3.67

3.413.13

3.39

2.52

1.2 1.6

2.55

3.43

3.16

1.2

2.33

3.09

2.89

1.0

2.21

2.85

2.74

1.6

2.59

3.49

3.22

1.2

2.38

3.18

2.95

1.0

2.24

2.93

2.78

1.6

2.64

3.55

3.28

1.2

2.42

3.26

3.002.84

3.01

2.29

1.01.6

2.69

3.62

3.34

1.21.0

2.472.33

3.10 3.32

3.062.89

1.0

3.13

3.57

3.64

1.2

3.31

3.91

3.79

1.6

3.62

4.31

4.06

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6

3.07

3.46

3.58

3.25

3.80

3.74

3.55

4.25

4.00

3.02

3.37

3.52

3.19

3.70

3.69

3.49

4.19

3.95

2.96

3.28

3.46

3.13

3.60

3.64

3.43

4.14

3.90

2.92

3.20

3.40

3.08

3.52

3.60

3.38

4.09

3.85

板厚 (mm)

（２）ワイヤの種類と直径  ：ＹＧＷ  １１ ､１２  φ１ .２ mm

850
150

150150

150

鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

150mm以上

 ＱＬデッキを梁になじませ (隙間２ mm以下 )溶接棒
 をＱＬデッキに垂直にしてアークを発生させる。

 mm弱で "の "の字を描いてＱＬデッキを焼抜く。

注１ .デッキプレート  板厚 :１ .２ ､１ .６ mm 表 面条件 :Ｚ１２ ､Ｚ２７ ､裏面塗装

 小口塞ぎＱＬデッキ端部
10mm以上

30mm以上

1010

30 30
10

30 30

30

150

50mm以上 50mm以上

200mm以下
30mmのみ込み

梁幅

梁幅

4
0

5 0mm以上

ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

Ｂ）大梁小梁共にＲＣまたはＳＲＣ造の場合

クローサー

釘

梁型枠

釘
釘

クローサー

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

普通コンクリート

普通コンクリート

ＱＬデッキ
梁にのみ込み 30mm

耐火補強筋
※ 2

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁 ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

フラッシング

ＱＬデッキ

コンクリート止め  木材等

柱型枠

フラッシング
ａａ

ＱＬデッキ切断 ､柱へののみ込みなし

すみ肉溶接またはドリルねじ耐火補強筋
※ 2

すみ肉溶接またはドリルねじ
φ 4-13 @600以下

φ 4-13 @600以下

アークスポット溶接または
打込み鋲 @600以下

耐火補強筋
※ 2

溶接金網または異形鉄筋

（梁に定着）

溶接金網または異形鉄筋

耐火補強筋
※ 2 ＱＬデッキ

ＱＬデッキ

耐火補強筋
※ 2

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

普通コンクリート

小梁補強

Ｌ

≧４０ ･Ｄ

ｗ

ｗ

Ｌ

ｗ

ｗ

Ｌ

２）ｗ :600mm以下 ､Ｌ :900mm程度以下

ａ dまたはａ tの大きい方

  ｎ :FP060FL-9101､FP120FL-9113の耐火仕様

  で要求されるＤ１３耐火補強筋が切断さ

  れた場合の切断された耐火補強筋の本数

耐力補強筋ａ t=M/(ｆ txｊ )cm2
耐火補強筋ａ d=1.27x(1+ｎ /2)cm2(単純支持 )

ＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！

ＱＬデッキ受け材

ＱＬデッキ

柱廻りＱＬデッキ切欠き

ＱＬデッキ受材

梁 または打込み鋲
焼抜き栓溶接 ､頭付きスタッド

焼抜き栓溶接または打込み鋲

現場切断 (ＱＬデッキ )

(フラッシング )現場切断
焼抜き栓溶接または打込み鋲

梁耐火被覆
クローサー

※ 3
※ 1

(APWの場合  FB65x9等 )

ＱＬデッキ受材 FB65x6等

すみ肉溶接またはドリルねじ
φ 4-13 @600以下

または打込み鋲
焼抜き栓溶接 ､頭付きスタッド 焼抜き栓溶接 ､頭付きスタッド

または打込み鋲

焼抜き栓溶接 ､頭付きスタッド
または打込み鋲

焼抜き栓溶接 ､頭付きスタッド
または打込み鋲

焼抜き栓溶接 ､頭付きスタッド
または打込み鋲

焼抜き栓溶接 ､頭付きスタッド
コンクリート

溶接金網または異形鉄筋
または打込み鋲

焼抜き栓溶接 ､頭付きスタッド
または打込み鋲

ＱＬデッキ

クローサー
ＱＬデッキ

梁耐火被覆
※ 1

梁耐火被覆用面戸
※ 1

耐火認定適用の場合は ｢耐火仕様の配筋 ｣参照

梁耐火被覆
※ 1

※ 1
梁耐火被覆

ＱＬデッキ

すみ肉溶接
またはドリルねじ
φ 4-13 @600以下

クローサー

溶接金網または異形鉄筋

クローサー
コンクリート

梁耐火被覆
※ 1 ※ 1

梁耐火被覆

梁耐火被覆
※ 1

梁耐火被覆

ＱＬデッキ ＱＬデッキ

コンクリート

溶接金網
または異形鉄筋 D10-@200以下

溶接金網または異形鉄筋

※ 1

ｅ

１スパン

大
梁

小
梁

大
梁

3030
50

3
0

3
0

Ｓ梁
ＲＣ梁またはＳＲＣ梁 または頭付きスタッド

ＱＬデッキＱＬデッキ

普通コンクリート 耐火補強筋Ｄ１３

普通または軽量コンクリート

焼抜き栓溶接 ､打込み鋲

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ高さ

3
0

4
0

ＱＬデッキ (めっきまたは防錆処理 )

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ高さ

耐火補強筋Ｄ１３

耐火補強筋Ｄ１３

または異形鉄筋 (Ｄ１０以上 ､＠２００以下 )(床全面 敷設 )
ワイヤーメッシュ (φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００ )

3
0

ＱＬデッキ (めっきまたは防錆処理 )

または異形鉄筋 (Ｄ１０以上 ､＠２００以下 )(床全面敷設 )
ワイヤーメッシ ュ (φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００ )

850

30

Ｓ梁

50
ＱＬデッキ

端部補強筋Ｄ１３ ､長さ１ .０ m

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

普通または軽量コンクリート

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ高さ

スパン スパン

焼抜き栓溶接、打込み鋲
または頭付きスタッド

ＳＲＣ梁

ＱＬデッキ (連続支持 )

スパン スパン

ＱＬデッキ (単純支持 )
耐火補強筋Ｄ１３

ＱＬデッキ
(単純支持 )

合成スラブ
単純支持

合成スラブ
連続支持

4
0

スペーサー @1.0m以下

端部補強筋Ｄ１３
長さ 1.0m

コンクリートのかぶり 40mm
耐火補強筋Ｄ１３

耐火補強筋
Ｄ１３

ＱＬデッキ
(連続支持 )

溶接金網または異形鉄筋

ＲＣ梁､ＳＲＣ梁

Ｑ D：設計最大せん断力 (Ｎ /ｍ )

ひび割れ

10
0m
m
柱

補強筋
(D13)

40
d

   １ )小梁の剛性を大きくする。

   ２ )ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。 (右図補強例参照 )

   ３ )スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

     (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から８０～９０ mmと厚くする。 )

   ４ )デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアー

      クスポット溶接するのが望ましい。
補強筋 D10-@200

400mm以上

400mm以上ひび割れ

ＱＬデッキ

柱

   １ )水セメント比を小さくする。

   ２ )溶接金網の位置 :かぶり厚さ３０ mmを確保する。 (補強筋は溶接金網より下に配筋する。 )

   ３ )コンクリート打込み後１週間は載荷 作業を行わない。歩行程度は可。

   ４ )打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

   ５ )打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

※

 内部大梁､小梁 ＱＬデッキスパン方向

２
Ｗ＝５,４００ｘ（   ） かつ９,８００ Ｎ/m2以下

２.７

1.5Ｑ a
Ｑ D

Ａ w ＝     × 1,000mm かつ  600mm 以下

Ａ w ＝（   ） mm600

例） Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが

３０ mmになるようレベル保持し、全面

に配筋する。

異形鉄筋 D10-@200以下

溶接金網の重 ね代Ｌ１ :
              １メッシュと５０ mm以上

   φ６ -１５０×１５０は２００ mm以上
   φ６ -１００×１００は１５０ mm以上

3
0

3
0

ＱＬデッキ横筋

溶接金網

Ｌ２

Ｌ１

異形鉄筋の重 ね代Ｌ２ :ＪＡＳＳ５による

150

ａ t＝
Ｍ

ｆ t･ｊ

    曲げモーメント
  Ｍ :開口によって生じる隣接スラブの増加

耐力補強筋

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
または打込み鋲

07
120232

 □８０  □８５  □９０  □９５  ■１００  □ (   )mm

□φ６ -１５０×１５０  ■φ６ -１００×１００

医師住宅建設工事（建築）

品  名

許容積載荷重耐 火 時 間 支持スパンコンクリート種類 品  名 コンクリート厚さ

7,350(SPW)､6,860(A.P.W)

4,900

Ｑ a(Ｎ )板厚

１ .２

１ .６

耐 火 時 間 支持スパンコンクリート種類 許容積載荷重

耐 火 時 間 支持スパン品  名コンクリート種類 許容積載荷重

１スパン １スパン １スパン １スパン２スパン２スパン

２スパン ２スパン

工   程

整   形

アーク発生

押し込み･溶着

１

２

３

４

手   順  ・  要   領

コンクリート厚さ

コンクリート厚さ

■焼抜き栓溶接

□打込み鋲   

□頭付スタッド

 下記焼抜き栓溶接の項による。

 接合箇所は特記による。

 JIS B 1198 □φ１３  □φ１６  □φ１９  □φ２２

板厚 (mm)デッキプレート種類 表  面  処  理

２  時  間

□ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

□ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（            ）

 □（            ）

１  時  間

■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５

■ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１

開口補強筋
Ｄ１３

□（            ）

□（            ）

850150 850 150



製品長さ（ 0.85m～ 6.0m）

※

略号

210170

380 15

210190 210

15610

210 210

15

単位  : mm

200

300

400

1.2

幅 板厚  t

A

110

530

P2

P3

P4

1.2

1.6

Ｓ

構造設計一級建築士  第 9060号   /  一級建築士（大臣登録）第 322866号  林  信実

2021
120232

07 09

１．製品・材料

（社）公共建築協会  Ｈ 31.3 評価  第 941-01009005号

Ｓ造向け型枠用デッキプレート ＳＦデッキ(セーフティフラット)設計・施工標準図(参考図)
改訂： 2020年 11月

SF08

SF10

SF12

SF14

SF16

KP-ES-T

Ｚ金物または

50以上

50以上

30以上  

190

50以上50以上

梁   

210210

柱

アングル

610

610630

現場切断

柱

50以上50以上

ＳＦデッキ+
+

+
+

+ +
++

++++
++++柱

@900

30以上  

@210

デッキ受け（ FB-6等）を設ける

 斜梁用ＳＦデッキ受材（４．納まり例  I 参照）

３．施工手順

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

0.8 5.89

15.4

13.6

11.7

9.80

7.90 12012.5

15.6

18.6

21.6

24.4

10.1 12.2

232

206

180

150

18.7

24.4

29.4

34.4

39.3

9.8

□

□

□

□

□

備考

質量 (Z12の場合 ) 断面二次 断面係数

Kg/m2Kg/m
品名

■

Z12

Z27 275

120

表面処理

□

■

（ g/m2）
最小付着量

対象

置きスラブ

斜め部分

85

50

120

適用

（施工時作業荷重 1,470N/m2）   単位： mm（ただし 10mm単位で切捨て表示）

I(104mm4/m) Z(103mm3/m)

板厚
(mm)

 断面二次モーメントは全断面有効の値である。

 断面係数は、有効幅 (=50t)を考慮した値である。

支持区分

施工状況の
種類

板厚 (mm)

120

130

140

150

300

250

200

190

180

170

160

120

130

140

150

300

250

200

190

180

170

160

Ｓ ､ＳＲＣ ､ＲＣ造

Ａ (mm)

=

スラブ
厚さ
（ mm）

800

800

800

800

0.8 1.0 1.2 1.6 KP-ES-T 0.8 1.0 1.2 KP-ES-T

4,9004,9004,370

Ｓ造のⅠ類 Ｓ造のⅠ類

許容スパン (mm)【中間支保工あり】許容スパン (mm)【中間支保工なし】

ク

普

通

コ

ン

リ

ト

ρ

kN/m3
24

軽

量

kN/m3
20

=

ρ

ト

リ

ク

ン

コ

ー
ー

1.6mm

1.6mm

適用板厚

1.4mm以下

1.4mm以下SGCC -Z12

SGHC -Z12

SGCC -Z27

SGHC -Z27

使用材料

※

2,610 2,870 3,040 3,160 3,270

2,540

2,480

2,420

2,370

2,320

2,270

2,230

2,180

2,000

1,860

2,760

2,700

2,640

2,580

2,520

2,470

2,420

2,380

2,340

2,150

2,000

2,830

2,790

2,750

2,700

2,640

2,590

2,540

2,490

2,290

2,120

2,980

2,930

2,890

2,850

2,810

2,780

2,750

2,710

2,660

2,450

2,290

2,990

2,940

2,900

2,860

2,820

2,790

2,750

2,720

2,500

2,330

3,140

3,100

3,050

3,010

2,970

2,940

2,900

2,870

2,840

2,690

2,500

3,110

3,060

3,020

2,980

2,940

2,900

2,870

2,830

2,690

2,510

3,270

3,220

3,180

3,130

3,090

3,060

3,020

2,980

2,950

2,810

2,690

3,220

3,170

3,130

3,080

3,040

3,010

2,970

2,940

2,790

2,660

3,390

3,340

3,290

3,250

3,200

3,160

3,130

3,090

3,060

2,910

2,790

4,150

3,950

3,770

3,600

3,450

3,310

3,180

3,060

2,570

2,220

4,900

4,670

4,450

4,260

4,080

3,920

3,770

3,630

3,500

2,970

2,570

4,900

4,750

4,570

3,850

3,330

4,900

4,900

4,430

3,850

4,900

4,420

4,900

4,900

800

800

800

800

（１）断面応力およびたわみの算定

ａ．断面応力の算定

  の算定式は下式による。

  断面応力（σ）の算定式は下式による。

ｂ．たわみの算定

  たわみ（δ）の算定式は下式による。

    C：たわみ算定用係数 (C=1.6)

    E：鋼材のヤング係数 (205,000N/mm2)

    I：断面二次モーメント（全断面有効） (mm4/m)

  フラットデッキに作用する最大曲げモーメント（Ｍ）

0.8

     

     

     

     

 

 

 

1.2

19,60014,700

1.0

9,800許容支圧荷重  (N/m)

デッキ板厚  (mm)

（１）許容応力度         ： fb=205N/mm2

（３）たわみ算定用係数      ： C=1.6

（４）断面係数（Ｚｔ）      ：有効幅 (50t)を考慮した値

（５）断面二次モーメント（Ｉ）  ：全断面有効とした値

（７）許容支圧荷重        ：デッキリブ許容支圧荷重は右表の通りとする。

δ≦δ a

σ /fb≦ 1/α

※ホッパーやバケット打設工法の場合

（２）許容スパン表算定条件

□

□

■

85(50,120) 85 (50,120)

7
5

210210

1
5

2 10

630

650

30

50 40

40 50

2
5

製品長さ（ 0.4～ 0.8m ※ 0.05ｍ刻み）

80 80

40

7
5

60

（１）  質量および断面性能

（２）  使用材料

（３）  形状寸法

【スラブ厚さ別許容スパン早見表】

 （単位： mm） 項  目

４．切断・孔明け

５．その他

（１）切断はガス、プラズマ、電動のこ、グラインダー等を、また、孔明けはホール

（２）ＳＦデッキを切断する場合、下部作業の安全、他デッキ・梁等の養生に十分留

（３）スリーブ等の開口は原則箱抜き型枠とし、コンクリート硬化後にＳＦデッキを

（１）外周梁については必要に応じ偏芯荷重対策を施す。

施  工  要  領施  工  要  領項  目

１．計画

２．搬入・養生

３．敷き込み

（１）工法、応力、たわみを確認し、割付図（施工図）を作成する。

（２）鉄骨や型枠の工程を十分考慮して施工計画を立てる。  

（１）敷込み前に必ず梁上を清掃する。

（３）割付図に従いＳＦデッキを不陸のないように敷込む。

（４）ＳＦデッキをアークスポット溶接により梁へ接合する。

（１）ＳＦデッキにワイヤー傷、あて傷がつかないように、また、ＳＦデッキの

   形状保持、防錆、安全に十分注意を払って搬入、養生する。

   ソ -、ドリル等を使用してＳＦデッキの材質・形状  を損なわないよう行う。

   意する。

   切断する。

30

（ＦＢ－ 32～ 50）

現場切断

Ｚ金物またはアングル

75

ＳＦデッキ

デッキ受け
ＳＦデッキ

ＳＦデッキ ＳＦデッキ

ＳＦデッキ受材

梁継手

調整プレート

ＳＦデッキ

調整プレート

（ＳＦＢ）
ＳＦデッキＳＦデッキ

（ＳＦＡ）

調整プレート

30以上

30以上

開口部例（箱抜きの場合）

Ｆ Ｇ Ｈ

ＫＪＩ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ 鉄骨梁剛接部の納まり例

230以下にすること

斜め梁の場合

コンクリート硬化後、
フラットデッキ切断

コンクリート止め

フラットデッキ落下防止金物

アークスポット溶接アークスポット溶接

50以上 50以上

30以上  

≧
5
0

≧ 30

30以上

110

４．納まり例 (S造）

２．設計・資料

※詳細は、『床型枠用鋼製デッキプレート（フラットデッキ）設計施工指針・同解説』による。

＊ SFについて、 Z27をご希望の場合は予め御相談下さい。

＊ KP-ES-T及び SFZについては、 Z27の製品はありません。

＊溝部換算スラブ厚さは、 KP-ES-T 12mmです。

※改良等のため予告なく仕様を変更する場合がありますのでご了承下さい。

 ※スパン（Ｌ）の取り方

  δ  = (C･5･W･L4） /（ 384･E･I）ｘ 109(mm)

水ぬき孔 水ぬき孔

ｔ

・役物断面・断面

・側面

・端部形状

※Ｚ金物を使用する場合は、支保工で支持してください。

（２）たわみ許容値        ：δ a=1000･L/180＋ 5.0mm

<S造 >

※

型枠用デッキプレート設計施工標準図

540（働き幅）

Ｌ (スパン） Ｌ (スパン）

－Ｓ造の場合－ －中間支保工を用いる場合－

（６）作業荷重（Ｗ３）      ： W3 = 1,470 または 2,450(N/m2)(「労働安全衛正規則」より )
※

開口部

標準品（６３０ xｎ）Ａタイプ 役物＋Ｐタイプ

  σ  = Ｍ  / Ｚ t (N/mm2)

    Ｚ t：正曲げ用断面係数（有効幅考慮） (mm3/m)

    Ｍ  ：最大曲げモーメント  (N･mm/m)

    Ｗ：施工時の鉛直荷重  (N/m2)

    Ｌ：スパン長さ     (m)

  Ｍ  = (1/8)･Ｗ ･Ｌ 2ｘ 103   (N･mm/m)

（２）中間サポートをする場合、大引きがデッキのむくりを拘束しないよう設置する。

（３）デッキスパンが短くスラブが極厚の場合、デッキ端部の強度や中間サポートす

   る。

（２）鉄骨梁や型枠の上に仮置きする場合、過度の荷重がかからないように分散

   配置し、また、梁から落下しないように十分養生する。

（２）柱回り、梁接合部、梁段差部にてデッキ受け材が施工図通り取付けられて

   いるか確認する。

（５）ＳＦデッキ（標準品）相互の接合は差込み方式になるので通常の場合、溶

   接は必要ないが、スパンが大きい場合や、デッキ相互の馴染みが良くない

   場合は必要に応じて溶接する。

（６）ＳＦデッキ（標準品）と役物・調整プレートとの接合部はアークスポット

   溶接する。

むくり 5～ 10mm

Ａタイプ
(ＳＦＡ )

Ｂタイプ
(ＳＦＢ )

Ｃタイプ
(ＳＦＣ )

Ｐタイプ（調整プレート）
(ＳＦＰＲ )

Ｚ金物
(ＳＦＺ )

※

ＫＰ -ＥＳ -Ｔ

医師住宅建設工事（建築）



Ｓ鉄骨梁貫通孔補強工法標準図
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dw
±
2

組立溶接

■施工手順

最外径側となる面

形状
孔径 (do)
標準貫通 適用貫通

孔径 (dw)

岡部株式会社

TEL:03(3624)6201

３ .施工

１ .形状寸法及び鋼種

鉄骨梁貫通孔補強工法 ＯＳリング 工法設計施工標準図（参考図）
一般財団法人日本建築センターによる一般評定 ｢ＢＣＪ評定 -ＳＴ０１３５ -１０ ｣（ 2020年 1月 17日付）

(注 )ＯＳリングの重量は、 500S･300Lが約 23kg、 600S･350Lが約 35kg、 400Lは約 50kg、 450Lは約 60kgと重量物のため、移動の際はクレーンを用いる等、取扱には十分に注意する。

形状 (Ａ ) 形状 (Ｂ )

シャコ万力ＯＳリング

ＯＳリング

■溶接方法

梁ウェブ

ＯＳリング

梁ウェブ溶接面

ＯＳリング溶接面

２ mm以下

Ｓ

Ｓ

梁ウェブ貫通孔位置

(１ )けがき・孔あけ (２ )ＯＳリング位置決め (３ )組立溶接 (４ )本溶接

φ１００

φ１２５

φ１５０

φ１７５

φ２００

φ２５０

φ３００

φ３５０

φ４００

φ４５０

φ５００

φ６００

φ７５～φ１００

φ１０１～φ１２５

φ１２６～φ１５０

φ１５１～φ１７５

φ１７６～φ２００

φ２０１～φ２５０

φ２５１～φ３００

φ３０１～φ３５０

φ３５１～φ４００

φ４０１～φ４５０

φ４５１～φ５００

φ５０１～φ６００

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

*１

R

d2

9

３００Ｌ

100

100

125

125

152

150

150

177

175

175

202

200

200

252

250

250

302

300

313

352

350

363

413

413

463

463

513

613

12

7

7

12

7

13

7

13

8

8

7

7

9

6

6

9

6

6

9

6

6

9

9

   5(6)

   5(6)

   5(6)

   5(6)

   5(6)

   5(6)

(鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技術者による施工管理のもと、溶接施工を行うこと。ＯＳリングを溶接施工する際は、納品時に付属している ｢ＯＳリング溶接施工マニュアル ｣を必ず確認すること。 )

品名

１００ＳＳ

１００Ｓ

１００Ｌ

１２５ＳＳ

１２５Ｓ

１２５Ｌ

１５０ＳＳ

１５０Ｓ

１５０Ｌ

１７５ＳＳ

１７５Ｓ

１７５Ｌ

２００ＳＳ

２００Ｓ

２００Ｌ

２５０ＳＳ

２５０Ｓ

２５０Ｌ

３００ＳＳ

３００Ｓ

３５０ＳＳ

３５０Ｓ

３５０Ｌ

４００Ｓ

４００Ｌ

４５０Ｓ

４５０Ｌ

６００Ｓ

５００Ｓ

Ｃ 35

31

52.5

31

47.5

24

42.5

25

22

39

23

20

41

20

18

35

17

15

33

16

14

29

14

13

26

13

12

22

10

サイズ (Ｓ )*4
寸法 (mm)

ｄ

ｄｄ２

ｄ１ ｄ１

tr

tr

b
r

b
r

■検討および使用の決定

■適用範囲

10.0 以上

 6.4 以上

 2.0 以上

片持梁

 5.0 以上

 3.2 以上

 1.0 以上

幅
 
厚
 
比

ﾌﾗﾝｼﾞ

鋼種

●軸力が作用する場合   (幅厚比など、制限がさらに付加 )
*14

6.0 以上

6.0 以上

6.0 以上

4.0 以上

2.4

0.33

ＯＳリングの使用の決定は構造設計者により行う。

貫通孔無しで構造設計を行った結果から得られる貫通孔位置の存在応力に対して、ＯＳリング工法を用いた貫通孔部分の耐力が上回る事を確認する必要があるので、

(ＯＳリングの採用を検討の際は、 ｢ＯＳリング工法設計ハンドブック ｣を必ず確認すること )２ .設計

■Ｈ形鋼梁

■Ｈ形鋼梁

■ＯＳリングと他部材のあき

Ｓタイプ両面

Ｓタイプ片面

*15：梁の材端からＬ /１０、または、２Ｄのうち大きい方の範囲

*14：ブレース付ラーメン構造等、作用する軸力を梁の断面算定に考慮する場合

Ｌタイプ片面

Ｌタイプ両面

■ＳＳタイプ適用スパン比 (Ｌ /Ｄ )

■適用軸力比 [作用軸力 /無孔梁降伏軸力 (=Ｎ ･Ｆ )] ０ .２５以下

*16：塑性化が予想される領域に設ける場合の補強仕様毎の適用スパン比 (Ｌ /Ｄ )

塑性化が予想される領域   内*15

ｳｪﾌﾞ

■貫通孔径 (ｄｗ ) ■適用スパン比 (Ｌ /Ｄ )
*16

構造用鋼材   (Ｆ :梁の許容応力度の基準強度 )*10
SS400､SM400､SN400､SM490､SN490､及び、Ｆ≦３２５の大臣認定建築

■偏心量 (ｅ ')

Ｌ２ 70mm以上 Ｌ３ 30mm以上*13

Ｌ :スパン

Ｄ :梁せい

Ｂ :梁幅

tf:フランジ厚

Ａ :無孔梁断面積

Aw:無孔梁

   ウェブ断面積

Ｅ :梁のヤング係数

dw:貫通孔径

ｄ :ＯＳリング内径

tr:ＯＳリング肉厚

Ｎ :作用軸力

Ny:無孔梁

   降伏軸力

  De＝ 1,200

   Ｄ＞ 1,200は、

形状 (Ｃ )

ｄ

ｄ１

tr

b
r

*5

*5

*5

*5

*5

*5

*5

*2

*5

*2

*2

*2

*2

*2

*2

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*3

ｒ :Ｈ形鋼のフィレ

*10：適用可能鋼材リストは、設計ハンドブックの５ページを参照

*11：Ｆ＞３８５ N/mm2は、１ /２×Ｄ以下

*13：仮設金物等も含む ｡但し、他部材よりＯＳリングを後付の場合は

   Ｂ＞６００ならば７０ mm以上、４００ mm＜Ｂ≦６００ mmならば４０ mm以上

*12：Ｆ＞３８５ N/mm2は、

*６：Ｄが７５０ mm以上で梁幅＜０ .９×Ｄの関係を満たせば、１ ,０００ mm

*７：鋼種がＳＳ、ＳＭまたはＳＮ４００Ａの場合は２５ mm以下

*８：塑性化しない場合は制限なし

*９：ＦＣ ･ＦＤ、または、鋼種がＳＮ４００Ａの場合は塑性化部に適用不可

   １ /２×Ｄ -(１ /４× De-１ /２× dw)≦ｅ '≦１ /２×Ｄ +(１ /４× De-１ /２× dw)

２ /３×Ｄ以下  、かつ、*11

孔径比 小梁

1/2＜ dw/Ｄ≦ 2/3

1/4＜ dw/Ｄ≦ 1/2

1/6＜ dw/Ｄ≦ 1/4

150mm＜Ｂ≦ 400mm

400mm＜Ｂ≦ 600mm

600mm＜Ｂ      

    Ｂ≦ 150mm

かつ、Ｓ≦６の仕様

■ＯＳリングとフランジとのあき (ａ )

Ｄ -２ (tf+ａ +tr)以下

１ /２×Ｄ以下、かつ、

Ｄ -２ (tf+ａ +tr)以下１ /２×Ｄ -(１ /３× De-１ /２× dw)≦ｅ '≦１ /２×Ｄ +(１ /３× De-１ /２× dw)*12

Ｅ /Ｆ  以下

Ｅ /Ｆ -0.9 Ｅ /Ｆ×Ａ /Aw×Ｎ /Ny 以下

15.5

71

塑性化が予想される領域外

■連続孔間隔 (Ｌ１ )

dw

*13

柱 スプライスプレート シアプレートリブプレート

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ１

Ｄ

Ｌ３

Ｌ２

ａａ

ｄ

Ｌ２

隅肉溶接

全周隅肉溶接

ＯＳリング同士のあきは７０ mm以上

１ .５× dw以上 (dwは大きい方 )、かつ、

梁せい /梁幅 /ウェブ厚

梁幅 /梁せい比

ウェブ幅厚比

鋼種 (Ｆ :梁の許容応力度

   の基準強度 )

1,800mm以下  / 600mm 以下  / 32mm 以下

梁の部材種別がＦＡ ･ＦＢランクの場合は１ /４  以上

96

*6 *7

*8

*9235/Ｆ以下

Ｆ≦４４０の大臣認定建築構造用鋼材*10

ａ＝ max(70mm,r+1.8S)

ａ＝ max(40mm,r+1.8S)

ａ＝ max(30mm,r+1.8S)

ａ＝ max(24mm,r+1.8S)

brd1d tr*3

102 122 ー 10

122 120 20 11

33140144

151127 ー 12

151 149 24

39171177

178 ー 13

27176178

208 202 44

14ー205

207

241 233

203 30

50

15ー232

234 230 32

53270 262

288 ー 18

39286290

332 322 63

20ー342

346 340 43

64ー391

396 ー 22

47394400

448 73

461

508

525

568

575

683 ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

48

84

44

88

51

57

*9SS400､SM400､SN400  ､SM490､SN490､SM520､及び、

Ｓ :ＯＳリングの隅肉

   溶接サイズ

  ットまたは、ＢＨ

   形鋼の溶接サイズ

かつ、 tf+ａ +tr+１ /２ ･dw≦ｅ '≦Ｄ -(tf+ａ +tr+１ /２ ･dw)

梁ウェブに貫通孔径 (dw)をけがく。

梁ウェブに円形貫通孔 (最大許容差

は±２ mm)をあける。貫通孔の切断

バリはグラインダー等で除去する。

貫通孔径は上記表 (*１ )の適用貫通

孔径の範囲とする事ができる。

ＯＳリングと貫通孔の中心が合うよう

に位置決めをする。ＯＳリングと貫通

孔の中心のずれの管理値は ｢ＯＳリング

溶接施工マニュアル ｣による。ＯＳリン

グの形状 (Ａ )は厚肉面 (最外径側となる

面 )をウェブ溶接面に密着させる。

ＯＳリングをシャコ万力等によりウェ

ブ面に十分密着させる。ＯＳリング外

周に組立溶接を行う。組立溶接は等間

隔に３～４箇所、１箇所の長さは４０

mm以上、１パスとし、ショートビード

にならないように注意する。

シャコ万力等を外し、本溶接を行う。

(注 )ＯＳリングの溶接部とＨ形鋼の

フィレット部またはビル ドＨ鋼のフ

ランジとウェブの溶接部が重ならな

いように十分注意する。

鋼材の種類および製造方法

*１：原則、梁ウェブ貫通孔径は標準貫通孔径とする。ただし、ＯＳ

   リングの内径 (ｄ )の７５％まで小さくすることができる。

*２： 300L･350S･350L･400S･400L･450S･450L･500Sにおいて、梁ウェ

     ブ貫通孔径をＯＳリング内径 (ｄ )まで拡げたい場合は、必ず事

     前に岡部 (株 )に問い合わせること。

*３：内径 (ｄ )は製造上、最大１１ mm小さくなる事があるので納まり

     に注意する。

*５：ＳＳタイプ (末尾にＳＳが付く品名 )は、大梁には適用不可。

  形状 (Ａ ) 建築基準法第３７条二号  国土交通大臣認定材

       認定番号 :ＭＳＴＬ -０４９０ (ＳＮ Ｒ４９０Ｂ相当 )

       ローリング鍛造加工

  形状 (Ｂ ) 建築基準法第３７条二号  国土交通大臣認定材

       認定番号 :ＭＳＴＬ -０４９０ (ＳＮ Ｒ４９０Ｂ相当 )

       ローリング鍛造加工

  形状 (Ｃ ) ＳＴＫＮ４９０Ｂ  鋼管切断加工  または

           ＳＮ４９０Ｂ  厚板切断加工

*４：括弧内の数値は、梁鋼種がＳＡ４４０の隅肉溶接サイズを示す。

溶接はＯＳリング外周の全周隅肉溶接とし、溶接姿勢は水平隅肉溶接とする。必ず鉄骨ウェブ面を上面に向け、溶接条件 (溶接姿勢・環境 etc)を確保する。

ＯＳリングを溶接する際の予熱温度は ｢ＯＳリング溶接施工マニュアル ｣による。

■溶接材料

下記の表に示す規格を満たし、かつ、４９０ N/mm2級高張力鋼に適用可能なものを使用する。

■溶接面の清掃

ＯＳリングおよび梁ウェブ溶接面は溶接に先立ち、水分 ･スラグ ･ごみ ･さび ･油 ･塗料 ･はがれやすいスケール、及び、

その他溶接に支障となるものはあらかじめ適切な方法で除去する。

■検 査

本溶接の隅肉溶接サイズは、ＯＳリングそれぞれに定められた必要隅肉溶接サイズ (Ｓ )以上でなければならない。

また、ＯＳリングと梁ウェブすき間は２ mm以下とする。

ＯＳリングとウェブ貫通孔の中心のずれの管理値は ｢ＯＳリング溶接施工マニュアル ｣による。

その他、外観 ･表面欠陥検査の合否判定は、 ｢日本建築学 会：鉄骨精度検査基準 ｣による。

不合格となった欠陥箇所は適切な処置を行う。

溶接方法

被覆アーク溶接

ガスシール ドアーク溶接

軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒 (JIS Z 3211)

種類

 235/Ｆ  以下

 235/Ｆ  以下

ｅ
'

軟鋼、高張力鋼および低温用鋼用マグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ (JIS Z 3312)

軟鋼、高張力鋼および低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ (JIS Z 3313)

De:De＝Ｄ、

■貫通孔径 (ｄｗ )

2021
120232

07 10医師住宅建設工事（建築）
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杭頭接合部 (F.T.Pile構法 )
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標準タイプφ６００

標準タイプφ３００ＨＦ－ＯＮ Ａ１０５  Ｂ種

ＨＦ－Ｏ ＮＡ   Ａ種

杭種

１２ m

１２ m

７  SET

長期支持力
杭ＳＥＴ数杭全長

杭設計用

２  SET

Ｆ２Ａ

Ｆ１Ａ

Ｆ２

Ｆ１

φ３００－４５０

φ６００－７５０

杭径

杭リスト

Ｐ２

基礎符号杭符号杭記号

Ｐ１

FC1FC1FC1

FC1FC1FC1

F2A
F1A

F
C
G
1

FG 3AC30C30 C30
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0
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心
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心
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柱
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Y2
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柱
心

Y1

1
0
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5
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0

Y3

240

杭心杭心

5,220

12,800

X1

6,400

X4X2

240

12,800

X1

6,400

X4X2

柱心

X1

240240

杭心 杭心杭心

12,800

杭伏図 基礎伏図 １階伏図

X4X2

6,400

X1

240240

12,800

X4X2

6,400

柱心 柱心

F2

      ：１ＦＬ－５０ mm

１．１階スラブ天端レベル凡例（特記なき１階スラブ天端レベルは、１ＦＬ±０ mmとする。）

３．    印は、床下点検口（６００ｘ６００）を示す。

特記事項

４．ピットスラブ（ＤＳ）は土間スラブ形式とし、ピットスラブ天端レベルはＧＬ－１，５５０ mmとする。

３．     範囲は地中梁下増打部を示し、増打部下端レベルはピットスラブ下端レベル（ＧＬ－１，７００ mm）とする。

２．地中梁天端レベルは、ＧＬ±０ mmとする。

５．   印は、ピット内釜場（６００ｘ６００、深さ：意匠図参照）を示す。

特記事項特記事項

F
G
5

杭心 柱心

190190

50

１．特記なき杭天端レベルは、ＧＬ－１，１００ mmとする。

F
C
G
1

１．特記なき基礎下端レベルは、ＧＬ－１，２００ mmとする。

50

１ ,５５０ kN/SET

  ８００ kN/SET

P10

※杭工法は、ＦＰ -ＢＥＳＴＥＸ工法、または同等工法以上とする。

F
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２．    方向は、片持ちスラブ主筋方向を示す。

★

６．★印の詳細は、雑詳細図参照とする。

梁側面フカシ

★

４．★印の詳細は、雑詳細図参照とする。

排水溝

F2A

医師住宅建設工事（建築）

★

★
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３．特記なき鉄骨大梁継手位置は、柱心より１，０００ mm（Ｘ・Ｙ方向）とする。
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２．     は、増打ち０～３０ mmを示す。

４．特記なき鉄骨大梁継手位置は、柱心より１，０００ mm（Ｘ・Ｙ方向）とする。

１．２階スラブ天端レベルは、２ＦＬ±０ mmとする。
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４．★印の詳細は、雑詳細図参照とする。
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５．    印は、床下点検口（６００ｘ６００）を示す。

４．    印は、床下点検口（６００ｘ６００）を示す。

５．★印の詳細は、雑詳細図参照とする。

２．    方向は、デッキ合成スラブ方向、片持ちスラブ主筋方向を示す。 ２．    方向は、デッキ合成スラブ方向、片持ちスラブ主筋方向を示す。
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特記事項 (軸組図共通 )

１．

２．      は、地中梁下増打部を示す。

     は、基礎柱上増打部（Ｈ＝２２０ mm）を示す。

４．胴縁・開口補強材凡例

３．人通口サイズは６００ mm×１，０００ mmとする。

      ：□－１００ｘ１００ｘ２．３（ＳＴＫＲ４００）

      ：Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３－＠６００（ＳＳＣ４００）

  （軸組図から外れる開口補強材は、軸組図表記仕様に準じる。）
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特記事項 (軸組図共通 )

１．

２．      は、地中梁下増打部を示す。

     は、基礎柱上増打部（Ｈ＝２２０ mm）を示す。

３．人通口サイズは６００ mm× 1，０００ mmとする。

４．胴縁・開口補強材凡例

★

５．★印の詳細は、雑詳細図参照とする。

      ：□－１００ｘ１００ｘ２．３（ＳＴＫＲ４００）

      ：Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３－＠６００（ＳＳＣ４００）

  （軸組図から外れる開口補強材は、軸組図表記仕様に準じる。）
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A1:1/30
A3:1/60

  ＪＩＳ  Ａ５３０８によるＪＩＳ表示許可工場で製造された普通コンクリート
 ２）コンクリート

記号

鉄筋径 D22D19D16D13D10

 １）鉄筋
  ＪＩＳ  Ｇ３１１２の規格品

 鉄筋凡例

使用材料リスト

      ＳＤ２９５Ａ（Ｄ１６以下）、ＳＤ３４５（Ｄ１９以上）

溶接部の試 験       ：超音波探傷検査（第３者機関）
錆止め塗装        ：Ｋ５６７４、工場２回塗り、現場搬入後タッチアップ２回塗り

躯体ＣＯＮ：Ｓ値補正分を設計基準強度に加算すること。

 ３）鉄骨

均しＣＯＮ：１８－１５－２５

共通事項

ダイアフラム板厚    ：接続する板厚の２サイズ以上アップとする。
スカラップ        ：ノンスカラップ形式

ＲＣ部材リスト

※基礎筋かぶり厚：伏図Ｘ方向７０ mm、伏図Ｙ方向８４ mm

鉄骨の製作 精度      ：（一社）日本建築学会 「鉄骨精度検 査基準」

2021
120232
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躯体ＣＯＮ（ピットスラブ）：２１－１５－２５
躯体ＣＯＮ（基礎、基礎柱、地中梁）：設計基準強度＝２１  スランプ＝１５  粗骨材＝２５
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-
D
1
0

基
礎
筋

6
-
D
1
3

はかま筋 4-D10

▽ GL

基礎筋 6-D13

Ｆ２Ａ

ＬＣ

▽ GL

ＣＬ

▽ GL

600
300

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

3
0
0

1
,
4
0
0

3
0
0

1
,
4
0
0

60 0

3
0
0

9
0
0 1
,
2
0
0

3 00

3
0
0

9
0
0 1
,
2
0
0

□－Ｄ１３－＠２００

４ /２－Ｄ２２

４ /２－Ｄ２２

４－Ｄ１０

４５０×９５０

▽ GL
4

4

9
5
0

2

2

450

符  号

ＲＣ基礎柱断面リスト  1/30

ＦＣ１ ＦＣ２

Ｃ２０Ｃ３０
鉄骨柱

帯  筋

主  筋

断面寸法

□－Ｄ１３－＠１００ □－Ｄ１３－＠１００

５６０×５６０

１２－Ｄ２２

断  面

560

5
6
0

（ベースパック：２０－０９Ｖ）

１２－Ｄ１６

４

４

※トップフープ筋はダブル フープ形式とする。

Ｙ

Ｘ

ＦＣＧ１

全断面

□－Ｄ１３－＠２００

▽ GL

２－Ｄ１０

３－Ｄ２２

３－Ｄ２２

３５０×７００

3

350

3

7
0
0

全断面

□－Ｄ１３－＠２００

▽ GL

２－Ｄ１０

３－Ｄ２２

３－Ｄ２２

7
5
0

ＦＧ５

全断面

□－Ｄ１３－＠２００

▽ GL

２－Ｄ１０

３ /１－Ｄ２２

３ /１－Ｄ２２

３５０×８００

3

350

3

8
0
0

1

1

全断面

□－Ｄ１３－＠２００

▽ GL

２－Ｄ１０

３－Ｄ２２

３－Ｄ２２

３５０×８００

3

350

3

8
0
0

ＦＧ４ ＦＧ４Ａ

全断面

□－Ｄ１３－＠２００

４ /３－Ｄ２２

４ /３－Ｄ２２

４－Ｄ１０

ＦＧ３Ａ

４５０×９００

▽ GL
4

4
9
0
0

3

3

450

全断面

□－Ｄ１３－＠２００

４－Ｄ１０

ＦＧ３

▽ GL
4

4

9
0
0

4 50

全断面

□－Ｄ１３－＠２００

４００×９５０

４ /２－Ｄ２２

▽ GL

400

４－Ｄ１０

4

4

9
5
0

2

2

ＦＧ２Ａ

全断面

□－Ｄ１３－＠２００

４－Ｄ１０

ＦＧ２

▽ GL

400

4

9
5
0

４００×９５０

３ /１－Ｄ２２

1

全断面

ＦＢ３

□－Ｄ１０－＠２００

７００×７００

４

４

700

7
0
0

（ベースパック：３０－１２Ｖ）

四辺固定スラブ
Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０・Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０－＠２００
１５０

版厚

ＲＣ床版断面リスト

符号

Ｓ１

短辺（主筋）方向 長辺（配力筋）方向

※土に接するスラブ：砕石厚＝１００ mm

位置

下端筋

上端筋

Ｄ１０－＠２００ Ｄ１０－＠２００
ＣＳ１ 片持スラブ

上端筋

下端筋

１５０ Ｄ１０－＠２００ Ｄ１０－＠２００ＤＳ
（土間スラブ）

ピットスラブ
シング ル

Ｄ１０－＠２００ Ｄ１０－＠２００
１５０

下端筋

上端筋
四辺固定スラブＳ２

Ｄ１０・Ｄ１３－＠２００

16

４５０×９００

300

6
0
0

３００ｘ６００

３－Ｄ１９

２－Ｄ１０

250

4
5
0

２５０ｘ４５０

3

型枠用フラットデッキ：ＳＦ０８、または同等品以上

備考

※伏図Ｘ方向かぶり厚：上端筋５０ mm、下端筋５０ mm、伏図Ｙ方向かぶり厚：上端筋７５ mm、下端筋５０ mm

2

2

４ /２－Ｄ２２

４ /２－Ｄ２２

400

４００×７５０

3

3

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

2

2

３ /１－Ｄ１９

1

チドリダブル (上・下端筋 )

躯体ＣＯＮ（１Ｆスラブ）  ：２１－１５－２５
躯体ＣＯＮ（上部躯体）   ：２１－１８－２５

1

1

４ /２－Ｄ２２４ /１－Ｄ２２

４ /１－Ｄ２２

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０・Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０・Ｄ１３－＠２００
１５０

地中梁フカシ要領

※ａ＞６００㎜の場合補強腹筋２－Ｄ１０（＠３００ mm/段）

３００≦ａ＜６００ ･･･大梁３－Ｄ１９ /小梁３ーＤ１６

ａ≧６００      ･･･大梁３－Ｄ２２ /小梁３－Ｄ１６

ａ＜３００      ･･･大梁３－Ｄ１９ /小梁２－Ｄ１６

フカシ部主筋本数                  

a
4
5
5

梁ＳＴＰと
同径 ･同ピッチ

a
4
5
5

梁上頭付スタッドボルト：φ１６ー＠２００、Ｈ＝１００ mm

医師住宅建設工事（建築）
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タイプＡ

4
0

4
0

＠ P

2
0
0

1
2
0

1 0 e e

nF

タイプＣタイプＢ

4
01
5
0

3
0
0

＠ P

1
5
0

2
5
0

10 e e

nF

10 ＠ 45
e e

nF

3
5

3
5

4
0

タイプＤ

3
5
0

e10 e

nF

3
5

7
0

3
5

1
4
0

7
0

＠ 60

5
0

5
0

タイプＩタイプＨ nW

＠
P
1

e
e

＠
P
1

e
e

n W

1010 e 60
e ee

S.PL-3

S.PL-1

S.PL-2

S.PL-2

S.PL-1

符号

部材

ピン接合部リスト  1/20

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１

Ｇ３５

※ G.PL材質 :SN400B、 HTB:S10T

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９ Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

Ｂ３０ Ｂ２９

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｇ３０・Ｂ３０Ａ

2,4

G.PLと同厚・同材質

G.PL

404010

E
E

@
6
0

4
0

4
0

10 4040

E4
0

2,4

G.PLと同厚・同材質

G.PL

E
@
6
0

4
0

Ａ  ＴＹＰＥ

Ｂ  ＴＹＰＥ

符号

部材 Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

Ｂ２０

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

Ｂ２０Ａ Ｂ１５

Ｈ－１５０×７５×５×７

14010

40

60

40

1
5
0

7
0

4
0

2
5

2
5

4
0

8 010

40 40

1
4
0

3
0

3
0

6
04

0
4
0

H TB:2-M16
G.PL-6G.PL-9

HTB:4-M16

PL-9 PL-6

14010

40

60

40

3
5

3
5

8
0

4
04

0

H T B:2-M16
G.PL-6

PL-6

接合部

接合部

6
0

4
5

4
5

2
6
0

4
0

6
0

6
0

4
0

8 010

40 40

8010

40 40

6
04

0

5
0

5
0

6
0 2
0
0

4
0

8 010

40 40

4
7

4
0

4
7

2
0
06
0

4
0

6
0

14 010

40

60

40

6
04

0

5
0

5
0

6
0 2
0
0

4
0

H T B:4-M20 HTB:3-M20 HTB:6-M20
G.PL-9G.PL-9G.PL-9 G.PL-9

HTB:3-M20

PL-9 PL-9 PL-9 PL-9

鉄骨柱脚リスト  1/30

Ｓ2021
120232

07 17
A1:1/20､30
A3:1/40､60

鉄骨部材リスト・雑詳細図

・ ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ柱脚工法 30-12V

Ｇ３０

Ａ (SN400B) S10T3-M20 G.PL-9Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９Ｂ３０Ａ （ＳＳ４００）

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８ （ＳＳ４００） (SN400B)Ａ S10TＢ２０

Ｂ２９ （ＳＳ４００）Ｈ－２９４ｘ２００ｘ  ８ｘ１２ Ａ (SN400B) 3-M20 G.PL-9 S10T

 G.PL-9 4-M20

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８ （ＳＳ４００） (SN400B)Ａ S10TＢ２０Ａ

・通し ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ材質 (SN490C)

タイプ
符  号

Ｓ .ＰＬ－２ H･T･B(nF)Ｓ .ＰＬ－１
材質
H･T･B

Ｓ .ＰＬ－３ H･T･B(nW)Ｐ１タイプ

Ａ S10TＨ

S10TＨ

Ｇ４５

Ｇ４４

Ｈ－４５０ｘ２００ｘ  ９ｘ１４

Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１ｘ１８

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ  ７ｘ１１

Ｇ３４ Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ  ９ｘ１４

Ｇ３０

Ｈ S10T2PLs- 9x175x290 4PLs- 9x 70x290 16-M20 90 2PLs- 6x260x170  6-M20

ＡＨ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

符  号 部  材 タイプ Ｇ .ＰＬ
H･T･B

材質
Ｈ ･Ｔ ･Ｂ 備  考

部  材

Ａ (SN400B) S10T3-M20 G.PL-9

Ａ (SN400B) S10TＨ－３５０ｘ１７５ｘ  ７ｘ１１  G.PL-9

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

2PLs-12x200x410 4PLs-12x 80x410 24-M20 2PLs- 9x320x17060 10-M20

Ａ

2PLs-12x300x440 4PLs-12x110x440 32-M20 60 2PLs- 9x320x170 10-M20Ｃ

2PLs-12x250x530 32-M20 60 2PLs- 9x200x290 12-M20 S10T

2PLs- 9x150x290 4PLs- 9x 60x290 16-M20 Ｈ 120 2PLs- 6x200x170 S10T

4PLs-12x100x530 Ｉ

4-M20Ｇ３５

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９ （ＳＮ４９０Ｂ）Ｇ３０Ａ

符  号

鉄骨部材リスト

部  材 備  考

・内 ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ材質 (SN490B)（ＢＣＲ２９５）Ｃ３０

ＨＴＢ   S10T
使用材料   鉄  骨   BCR295、 SN490C、 SN490B、 SN400B、 SS400、 STKR400、 SSC400

S10T

（ＢＣＲ２９５）Ｃ２０ ・ ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ柱脚工法 20-09V ・通し ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ材質 (SN490C) ・内 ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ材質 (SN490B)

□－３００×３００×１２

Ｇ３５・ＣＧ３５

ＣＧ２９ Ｈ－２９４ｘ２００ｘ  ８ｘ１２

16-M202PLs- 9x150x290 4PLs- 9x 60x290 Ｈ 60 2PLs- 6x200x170  6-M20

24-M202PLs- 9x200x410 4PLs- 9x 80x410 Ｈ 60  6-M20 S10T2PLs- 9x200x170

・ B.PL-12x300x130(SN400B)
・ A.Bolt： 2-M16、 L=350、 J型ﾌｯｸ付 (SS400)、 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め、 ﾍﾞｰｽﾓﾙﾀﾙア 30Ｐ１０ （ＳＴＫＲ４００）
・ 2G.PL-6(SN400B)、中 ﾎﾞﾙﾄ2-M16(通し )、 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

Ｂ３０ Ａ (SN400B) S10T G.PL-9Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

単スパンとなるデッキ部：耐火補強筋Ｄ１３

山上コンクリート厚＝１００ mm

5
0 (
山
上

)

ワイヤーメッシュφ６－１００ｘ１００
デッキ方向 :焼抜せん溶接＠６００

1
0
0

1
5
0

（ＳＳ４００） 6-M20

 G.PL-6 2-M16

Ｂ１５ S10T（ＳＳ４００） (SN400B) 2-M16Ａ

（ＳＳＣ４００） 中 ﾎﾞﾙﾄ 2-M16 G.PL-6Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３－＠６００

2G.PL-6□－１００×１００×２ .３ （ＳＴＫＲ４００） (SN400B) 中 ﾎﾞﾙﾄ 2-M16

（ＳＳＣ４００） 中 ﾎﾞﾙﾄ 2-M16G.PL-6
開口補強材

胴縁

 G.PL-6Ｈ－１５０ｘ  ７５ｘ  ５ｘ  ７

ＱＬ９９ー５０  ｔ＝１．２ mm(メッキ品 )同等品以上

Ｓ２が取付く梁：頭付きスタッドボルトφ１６

Ｓ２が取付く梁：頭付きスタッドボルトφ１６

Ｓ２が取付く梁：頭付きスタッドボルトφ１６

Ｓ２が取付く梁：頭付きスタッドボルトφ１６

Ｓ２が取付く梁：頭付きスタッドボルトφ１６

Ｓ２が取付く梁：頭付きスタッドボルトφ１６

備  考

接合部タイプ

S10T

孔径ｴｯｼﾞ(e)ﾋﾟｯﾁ(P)種別

18φ

22φ40

40

60

60Ｍ 16

Ｍ 20

２Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠１，８２０

ダブルナット締め

ダブルナット締め

ダブルナット締め

符  号 Ｃ２０

ベースパック柱脚工法 ベースパック柱脚工法

ＢＣＲ２９５ ＢＣＲ２９５□－２００ｘ２００ｘ９

Ｃ３０

２０－０９Ｖ３０－１２Ｖ

□－３００ｘ３００ｘ１２

2
6
0

3
6
0

5
0

5
0

26 0

360

5050

360

3
6
0

8 0 260 80

520

520

5
2
0

5 0 50

8
0

2
6
0

8
0

5
2
0

5
0

5
0

φ
45φ

50

柱  脚

Ｐ１０

ＳＴＫＲ４００

50 50

300

200

300

1
3
0

6
5

1
3
0

6
5

Ｂ .ＰＬ－１２×３００×１３０（ＳＮ４００Ｂ）

合成床版用

デッキプレート

ＤＰＳ１

ササラ：ＰＬー１２ｘ２７０ （ＳＮ４００Ｂ）

(SN400B)

(SN400B)

(SN400B)G.PL-6 2-M16 S10T屋内階段

グラウト厚 =30mm グラウト厚 =30mm

2
8

3
2

グラウト厚 =30mm

1
2

雑詳細図

1/20

1/20

1/20

D10-@150

D13

B15

2
9
0

DP S1

120

点検口：立上り部（ＲＦ）

▽ 1FL

▽ GL
△地中梁天端

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ(厚 25㎜ )ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ(厚 25㎜ )

8-D10

25 25

2
2
0

1
5
0

□ -D10-@150

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ(厚 25㎜ )

25 25

基礎柱寸法

基
礎
柱
寸
法

8-D10

2
5

2
5

：増打部                     を示す。主筋 :8-D10
帯筋 :□ -D10-@150(                  )

B29

D13

D10-@150

1/20

基礎柱上増打部（１Ｆ）

3
0
0

15 0

立上り部（２Ｆ）

1/20

▽ 2FL

1/20立上り部（１Ｆ）

△地中梁天端

▽ 1FL

▽ GL

D13

地中梁上増打部

1
5
0

F G※

150

3
0
0

※

□－２００×２００×９

□－１００×１００×６

DPS1 DPS1

D10-@200

1/30

B20
段板 PL:PL-6(SN400B)

ｻｻﾗPL:PL-12x270(SN400B)
踊場根太

L-75x75x9-@450(SS400)
270

Rib.PL-6(SN400B)

HTB:2-M16
G.PL-6(SN400B)

250

1
6
3
.
8

270

  -D10-@150

地中梁側面増打ち部

D13

D10-@200

D13

ｻｻﾗPL:PL-12x270(SN400B)

S1 S1

FB2

300

4
0
1
2
0
4
0

2
0
0

1 4 0

330

25

25 140

165 165

330

段板 PL:PL-6(SN400B)

B.PL-16x330x200(SN400B)

A.Bolt:2-M16(SS400)､L=320､J型 ﾌｯｸ付 ､ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め

ﾍﾞｰｽﾓﾙﾀﾙア 30

130

鉄骨屋内階段 1/30鉄骨柱廻り補強筋

柱

補強筋 (D10)

40d
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